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はじめに  

前橋市の北にそびえる赤城山は、往古から人々とかかわりが深く、親しまれ  

愛される進達の山であります。その悠々と裾野を広げる台地を中心として、岩  

宿遺跡で知られるように旧石器時代から開けてきた地域で、いたるところで旧  

石暑削寺代や縄文時代の遺跡が発見されています。   

古代において前橋台地を中心に、800余りの古墳が築造されました。東国  

古墳文化の中心地として栄え、今でも9基もの国史跡指定となる古墳が存在し  

ます。   

続く律令制の時代に入ると、総社古墳群から連綿と続く山王廃寺、上野国分  

僧寺、上野国分尼寺、上野国府など「クニ」の中枢施設が次々に造られ、政治・  

宗教・学問の中心として繁栄いたしました。   

中世になると、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった  

地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東  

七名城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。   

近代では、横浜港が開港されると、輸出の花形商品として生糸をもって一番  

乗りしたのが、前橋の糸商人でした。前橋は、藩をあげて蚕糸に力を注ぎ、我  

が国初の製糸の機械化に取り組みました。生糸が、横浜と前橋を結ぶシルクロー  

ドとして、文化交流が始まりました。このように本市は、歴史溢れる豊かなま  

ちです。   

本報告苫に掲載いたしました元総社蒼海遺跡群の発掘調査は区画整理事業に  

伴うもので、上野国府を解明する重要な目的があります。調査により、国府と  

推定される元総社町から群馬町の国分寺一帯まで集落が存在することが判明い  

たしました。これらは今後、分析が進めば、「国府のマチ」として解釈されるも  

のと期待されます。   

発掘調査にあたりましては、ご協力をいただきました元総社地区の方々、市  

区画整理第二課、調査に従事されました方々に厚く御礼申し上げます。 なお、  

本報告書が斯学の発展に少しでも寄与できれば幸いに存じます。  

J  

平成18年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長   根 岸  雅   



例  

1．本報告書は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。  

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。  

3．発掘調査の要項は次のとおりである。  

調  査 場 所  群馬県前橋市元総社町字小見内1785－1ほか  

発 掘 調 査 期 間  平成17年9月9日一平成17年12月21日  

整理・報告書作成期間  平成17年12月22日一平成18年3月3日  

発掘・整理担当者  大崎和久・遠藤たか美（発掘調査係員）  

4．本書の原稿執筆・編集は大崎・遠藤が行った。  

5．瓦については、栗原和彦氏にご教示を頂いた。鍛治工房跡については、井上唯雄氏にご教示を頂いた。  

6．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。   

阿部シゲ子・井上和久・神澤とし江・北爪啓子・斎藤頼江・杉渕富雄・登坂うた子・勅使川原幸枝   

友永 茂・中矢のり子・中山 昭・萩原秀子・橋本 茂・平林茂利・峯岸淳子・森下陽介・山野居綾  

7．発掘調査で出土した遣物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化財   

保護課で保管されている。  

／√＼   

凡   例   

1．挿図中に使用した北は、座標北である。  

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋   

市規形図を使用した。  

3．遺跡の略称は、次のとおりである。元総社蒼海遺跡群（6）：17A130－12  

4．遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。  

H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡 W…溝跡 D…土坑 DB…土墳墓  

P…ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）  

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、原則的に次のとおりである。その他、各図スケールを参照されたい。  

遺構 住居跡・溝跡・井戸跡・土坑・ピット・1／60 竜断面図…1／30 土墳墓…1／15  

全体図…1／200  

遣物 土器…1／3 鉄器・鉄製品…1／1 石器・石製品…1／1、1／3  瓦…1／5  

6．計測値については、（）は現存値、［］は復元値を表す。  

7．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。  

遺構平面図 焼 土・・・車≡司 灰…匝竪璽竪垂 粘土…L捕丁追走」 炭化物…虹ギ点ニニ」  

遺構断面図 構築面‥・細  

道物実測図 須恵器断面…  「 炭化物（煤付着など）…吋  

灰粕・緑柚陶器断面・・ト：・：・二・m 灰軸陶器内面…噛  

8．主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。  

As－B（浅間B軽石：供給火山・浅間山、1108年）  

Hr－FP（榛名ニッ岳伊香保テフラ‥供給火山・榛名山、6世紀中葉）  

Hr一弘（榛名ニッ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）  

As－C（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半～中葉）  
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Ⅰ 調査に至る経緯  

本発掘調査は、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴い実施され、6年目にあたる。本調査地は、  

周辺で埋蔵文化財調査が長年に渡って行われていることから、遺跡地であることが確認されている。   

平成17年7月27日付けで、前橋市長高木政夫より前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画整理事業に伴う埋  

蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会ではこれを受け、内部組織である  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団団長根岸雅に対し、調査実施を協議し、調査団はこれを受諾した。   

平成17年8月26日、調査依頼者である前橋市長高木政夫と前橋市埋蔵文化財発掘調査団団長根岸雅との  

間で、本発掘調査の委託契約を締結し、9月9日に現地での発掘調査を開始するに至った。  

なお、遺跡名称「元総社蒼海遺跡群（6）」（遺跡コード：17A130－12）の「元総社蒼海遺跡群」は区画整理事  

業名を採用し、数字の「（6）」は過年に実施した調査と区別するために付したものである。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境   

1 遺跡の立地   

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、  

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地利根川  

左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。   

本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを  

被覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地  

の中央には規利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と  

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ケ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かっ  

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との  

比高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。   

本調査地は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約3kmの地点、前橋市元総社町地内に所在している。また、  

南東へ約1kmの所に上野国総社神社があり、西には関越自動車道が南北に走る。さらに、南には国道17号、主  

要地方道前橋・群馬・高崎線が東西に走り、東には市道大友・石倉線が南北にそれぞれ走っており、これらの幹  

線道路を中心にオフィスビルや大規模小売店が進出している。本道跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところ  

に位置し、周囲には田畑が多い住宅地という静かで落ち着いた環境である。  

2 歴史的環境   

本道跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山  

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ  

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴  

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。   

縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東（15）・産業道路西遺跡（16）や上野国  

分僧寺・尼寺中間地域（20）が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。   

弥生時代の調査例は少なく、当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された目高遺跡（18）、後期住居  

跡が検出された上野国分僧寺・尼寺中間地域（20）や桜ヶ丘遺跡（33）、下東西遺跡（24）等に散見されるだけである。  
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Fig．1元総社蒼海遺跡群位置図  
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古墳時代の遺跡としては、まず本道跡の主に北側に位置する総社古墳群が挙げられる。古墳群を代表するも  

のには、前方後円墳である遠見山古墳（12）、川原石を用いた標石塚である王山古墳（7）、前方部と後円部にそれ  

ぞれ石室をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳（11）、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳（10）、  

県内の古墳の中でも最終末期のものと考えられ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳（13）・蛇穴山古  

墳（8）がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺）（4）がある。  

さらにこの寺の塔心礎や石製鶴尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石  

造技術を駆使して加工されている。これらのことから、山王廃寺は上野地域を治めていた「上毛野氏」の氏寺で  

あり、総社古墳群は「上毛野氏」一族の埋葬地と考えられている。このことから、この地が「車評」の中心地と  

して、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能していた様子が窺える。  

また、総社閑泉明神北遺跡（54）や元総社明神遺跡（27）、総社北川遺跡（68）等、牛池川付近から水田跡が検出さ  

れており、この時代の生産域を想定する資料となっている。   

奈良・平安時代に至ると、本道跡周辺は上野国府、国分寺（2）、国分尼寺（3）の建設と相まって、政治的・経済的・  

文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ国  

府は、本道跡周辺に置かれたとされる。   

この国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡（14）や、「園厨」・  

「曹司」・「国」・「邑厨」等と苦かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡（48）、律令期の掘立柱建物跡と  

考えられる柱穴が検出された元総社宅地遺跡（55）がある。また、大規模な東西方向の溝跡が検出された閑泉樋  

遺跡（30）と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡（27）の調査成果により、国府域の東外郭線が想定され  

るに至った。さらに、元総社小鬼内ⅠⅡ遺跡（61）及び元総社小鬼内ⅠⅤ遺跡（67）からは、国分尼寺の東南隅から国  

府の中心部に向かうと思われる溝跡が検出されている。一方、元総社小鬼内ⅠⅠⅠ遺跡（65）からは宮人の用いたと  

考えられる円面規、巡方（腰帯具）も出土し、国府について考えるうえで貴重な資料となっている。   

国分寺（2）は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。  

本格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分  

尼寺（3）は昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ、伽藍配置が推定できるようになった。さら  

に平成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団が両辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行  

する溝跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上  

野国分僧寺・尼寺中間地域（20）では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物跡群が検出されている。   

また、群馬町の調査等により、本道跡から約1km南の地点にN【640－E方向の東山道（国府ルート）（5）が  

あることが推定されている。また、目高道（6）は、目高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ  

延長したルートを推定したものである。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。   

中世に至り、永享元（1429）年、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭として  

の機能を有する城として県内でも最古級に位置づけられ、さらに県下最初の城下町を形成したと考えられている。  

蒼海城の縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。   

このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと  

推定される本道跡周辺の地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年  

より継続的に本地域の発掘調査が行われている。この調査により、手つかず状態であった本地域の全容が明らか  

になっていくであろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。  

「  
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ⅠⅠⅠ調査の方針と経過   

1 調査の方針  

委託調査箇所は、前橋土地計画事業元総社蒼海土地区画整理事業の道路予定地で、本調査が必要とされた地  

域（2，235Ⅰポ）である。グリッドについては、4mピッチで西から東へⅩ126、Ⅹ127、X128＝・と、北から南  

へY150、Y151、Y152…と付番し、グリッド呼称は北西杭の名称を使用した。  

本道跡のⅩ126・Y150の公共座標（平面直角座標）は次のとおりである。  

旧日本測地系（TKY）  

＋43，400（Ⅹ） －71，696（Y）   

調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の手順で行った。   

図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居址の竃は1／10の縮尺で作  

成した。遣物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単  

位で収納し、重要遣物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。  

2 調査の経過   

本調査は、9月9日より東調査区から現地調査を開始した。調査区は住宅を挟み、東西に区分されていたため  

東調査区および西調査区とした。東調査区は畑作地であるため耕作土と遺構面の土とを分ける必要があった。し  

たがってまず、重機（バックフォー0．4Ⅰポ）にて約30cm程現耕作土を掘削し一カ所に集めた。その後、更に約  

50cm程掘り下げ、As－C・Hr－FPを含む暗褐色土の面において遺構確認調査を行った。9月20E］には杭打ち測  

量を行い9月14日から遺構の掘り下げ・精査を開始した。東調査区の中央から西部分は粘質の強いAs－Bの混  

土層が続くため調査が難航した。  

続いて9月15日より西調査区の現地調査を開始した。西調査区も畑作地であるため耕作土と遺構面の土とを  

分ける必要があったので、東調査区を重機（バックフォー0．4Ⅰポ）にて約30cm程規耕作土を掘削し、更に約  

50cm程掘り下げ、As－C・Hr－FPを含む暗褐色土の面において遺構確認調査を行った。10月6日には杭打ち測  

量を行い10月6日から遺構の掘り下げ・精査を開始した。表土掘削後、西調査区を南北に走行する蒼海城の堀（W  

－3）を優先に調査を行った。蒼海城の堀の調査をすべて終わらせた後、再び東西調査区の遺構の精査を開始した。   

東調査区東部については住居跡が4軒、竪穴状遺構が1軒と井戸1基を検出した。粘性の強い西部ではAs－  

B混土で埋まる土坑やピットが非常に多く、住居跡は確認出来なかった。テストトレンチを入れて確認したとこ  

ろ部分的に焼土を確認できたことや、覆土に焼土を含む土坑も確認できたため、下層面での遺構確認を行った。  

住居跡が3軒、竪穴状遺構が1軒と井戸1基を検出した。   

西調査区では、蒼海城の堀を境に東部に住居が集中し検出された。2基の土墳墓から人骨が出土し、また住居  

の重複もみられ、新旧関係の判断に苦心した。調査の結果、東西調査区合わせて竪穴住居跡28軒、溝6条、土  

坑49基、土墳墓2基、ピット51基、井戸5基、落ち込み2基、道路状遺構2条を検出した。  

東西調査区の遺構精査が終了した所で、11月25日にラジコンヘリコプタ一による調査区全景撮影を行い、東  

調査区については全景撮影終了後、二面目調査を実施し、12月21日には調査地の埋め戻し作業を完了し、現  

地調査を終了した。  

12月22日より文化財保護課庁舎に戻り、引き続き整理作業の他、遣物写真撮影等を行い3月17日にすべて  

の業務を終了した。  
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S＝1：25，000  

Fig．2 元総社蒼海遺跡群周辺遺跡図  
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Tab．1元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表  

番号   遺  跡  名   調査年度   時代：主な遺構・出土遺物   
ロ  元総社蒼海遺跡群（6）   2005  本遺跡   

2  上野国分寺跡（県教委）   1980－88  奈良：金堂基壇・塔基壇   

3  上野国分尼寺跡   －1999  奈良：西南隅・東南隅築垣   

4  山王廃寺跡   －1974  古墳：塔心礎・根巻石   

5  東山道（推定）  

6  日高道（推定）  

7  王山古墳  1972  古墳：前方後円墳（6C中）   

8  蛇穴山古墳   1975  古墳：方墳（8C初）   

9  稲荷山古墳   1988  古墳：円墳（6C後半）   

10  愛宕山古墳   1996  古墳：円墳（7C初）   

円  総社二子山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（6C末－7C初）   

12  遠見山古墳   未調査  古墳：前方後円墳（5C後半）   

13  宝塔山古墳   未調査  古墳：方墳（7C末）   

14  元総社小学校校庭遺跡   1962  平安：掘立柱建物跡・柱穴群・周濠跡   

15  産業道路東遺跡   1966  縄文：住居跡   

16  産業道路西遺跡  縄文：住居跡   

17  中尾遺跡（事業団）   1976  奈良・平安：住居跡   

18  日高遺跡（事業団）   1977  弥生：水田跡・方形周溝墓・住居跡・木製農耕具、平安：条里制水田跡   

19  正観寺遺跡Ⅰ～ⅠⅤ（高崎市）   1979－81  弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：構跡   

縄文こ住居跡・配石遺構、弥生：住居跡・方形周溝墓、古墳：住居跡  
20  上野国分惜寺・尼寺中間地域（事業団）  1980－83  

奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：掘立住建物跡・満状遺構・道路状遺構   

21  清里南部遺跡群ⅠⅠⅠ   1980  縄文：ピット、奈良・平安：住居跡、満跡   

22  中島遺跡   1980  奈良・平安：住居跡   

縄文：屋外埋要、弥生：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡  
23  下東西遺跡（事業団）   1980－84  

・柵列、中世：住居跡・溝跡   

国分境遺跡（事業団）   1990  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

24         国分境ⅠⅠ追跡   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡  

国分境Ⅲ遺跡（群馬町）   1991  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中世：土壌墓   

古墳：住居跡・水田跡・堀跡、奈良・平安：住居跡・酒跡・大形人形、中世：住居跡・満  
25  元総社明神遺跡Ⅰ～XⅢⅠ   1982－96  

跡・天目茶碗   

1982  縄文：土坑・集石遺構、古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・据立柱建物跡   

1978－83  古墳：住居跡・鍛冶場跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡（神殿跡）   

28  閑泉樋遺跡   

29  柿木遺跡・Il追跡   1983，88  奈良・平安：住居跡・構跡   

1984  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：井戸跡   

弥生：住居跡  
31   

総社桜ケ丘遺跡・ⅠⅠ遺跡   1985，87  奈良・平安：住居跡   

32  閑泉樋南遺跡   1985  古墳：住居跡、奈良・平安：滞跡   

33  後疋間遺跡Ⅰ－ⅠⅠⅠ（群馬町）   1985－87  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：道路状遺構   

34  塚田村東遺跡（群馬町）   1985  平安：住居跡   

1986  平安：満跡・木製品   

36  天神遺跡・lI遺跡   1986，88  奈良・平安：住居跡   

37  屋敷遺跡・ⅠⅠ遺跡   1986．95  古墳：住居跡、平安：住居跡、中世：堀跡・石敷遺構   

38  大友屋敷1Ⅰ・11Ⅰ追跡   1987  古墳：住居跡、平安：住居跡・購跡・地下式土坑   

39  堰越遺跡   1987  奈良・平安：住居跡・満跡   

40  堰越ⅠⅠ遺跡   1988  平安：住居跡   

41  昌楽寺廻向遺跡・1Ⅰ遺跡   1988  奈良・平安：住居跡   

42  村東遺跡   1988  古墳：住居跡・溝跡、奈良・平安：住居跡、中世：堀跡   

l／ノr、＼  
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1988  縄文：住居跡、平安：住居跡・湛跡  

熊野谷Il・ⅠⅡ遺跡   1989  平安：住居跡   

1988－91  古墳：水田跡・満跡、奈良・平安：住居跡・満跡・人形・斎串・墨書土器、中世：溝跡   

45  弥勒遺跡りⅠ遺跡   1989，95  古墳：住居跡、平安：住居跡   

1992  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡・地下式  
46  大屋敷遺跡Ⅰ－Vl  

－2000  坑・浦跡   

47  元総社稲葉追跡   1993  縄文：土坑、平安：住居跡・瓦塔   

48  上野国分寺参道避跡   1996  古墳：住居跡、平安：住居跡   

49  大友宅地添遺跡   1998  平安：水田跡   

古墳：住居跡、平安：住居跡・掘立柱建物跡・鍛冶場跡・溝跡・道路状遺構、中世：満  
50  元総社宅地遺跡 ト23トレンチ   2000  

跡、近世：住居跡・五輪塔・椀類   

2000  古墳：住居跡・畠跡、奈良・平安：住居跡・構跡   

53  総社閑泉明神北遺跡   1999  古墳：畠跡・水田跡・構跡、中世：浦跡  

総社閑泉明神北ⅠⅠ遺跡   2001  古墳：住居跡・洒跡、平安こ住居跡・浦跡   

54  総社甲稲荷塚大道西遺跡   2001  奈良・平安：住居跡・浦跡、中世：畠跡、近世こ鵜跡  

総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠ遺跡   2001  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、近世：溝跡   

古墳：住居跡・消跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・沸跡、中世：掘立柱建物跡・  
55  元総社小鬼内ⅠⅠⅠ遺跡   2001  

溝跡   

56  総社甲稲荷塚大道西111遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・畠跡・満跡  

総社閑泉明神北ⅠⅠⅠ遺跡   2002  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：溝跡・道  
57  元総社小見ⅠⅠ遺跡   2002  

路状遺構   

縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・溝跡、  
58  元総社小見Il上道跡   2002  

中世：満跡・道路状遺構  

元総社草作Ⅴ遺跡   2002  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

59  元総社小鬼内ⅠⅤ追跡   2002  奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡・牌跡、中世：土壌墓・掘立柱建物跡・構跡   

60  元総社北川遺跡（事業団）   2002－04  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡・畠跡、中・近世：掘立柱建物跡・水田跡・火葬墓   

61  稲荷塚道東遺跡（事業団）   2003  古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・湛跡・竃構築材採掘痕・井戸跡   

62  元総社小見1V追跡   2003  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：溝跡   

63  元総社小見Ⅴ遺跡   2003  細文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡、中世：掘立柱建物跡   

64  元総社小鬼内ⅤⅠ遺跡   2003  奈良・平安：住居跡・溝跡、中世：井戸跡   

65  元総社小鬼内ⅥⅠ遺跡   2003  縄文：住居跡、奈良・平安：住居跡・掘立柱建物跡、中世：畠跡・満跡   

66  元総社小鬼内Ⅷ遺跡   2003  奈良・平安：住居跡・満跡、中世：竪穴状遺構   

67  総社甲稲荷塚大道西1V遺跡   2003  古墳：畠跡、中世：畠跡   

68  元総社小見Vl遺跡   2004  縄文：住居跡、古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡   

69  元総社小鬼内IX遺跡   2004  奈良・平安：住居跡、中世：満跡   

古墳：住居跡、奈良・平安：住居跡・工房跡・粘土採掘坑・金片・金粒、中世：溝  
70  元総社小鬼内X遺跡   2004  

跡・土鳩墓   

71  総社閑泉明神北Ⅴ遺跡   2004  古墳：水田跡、奈良・平安：住居跡   

ⅠⅤ 基本層序  
規耕作土  

師まり非常にあり。粘性ややあり。As－Bを30％含む。  

締まり非常にあり。粘性ややあり。As－Bを1層より多く含む。  
締まり非常にあり。粘性あり。Hr－FP5％、As－C20％含む。本層  

下部を遺構確認面とした。  

締まりあり、粘性なし。黄色の軽石粒を僅かに含む。本層以下を  

地山と称する。  

Ⅰ表 土  

ⅠⅠ暗褐色土  

ⅠⅠⅠ黒褐色土  

ⅠⅤ 黒褐色土  

Ⅴ 黄褐色土  

Fig．3 基本層序（東側調査区）   
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Fig．4 元総社蒼海遺跡群グリッド設定図  
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Ⅴ 遺構と遣物  

1 竪穴住居跡  

Hql号住居跡（Fig5、PL．1）  

位置 Ⅹ181，Y150・151グリッド 主軸方向 N－1040－E 形状 方形と推測される。東西（3．04）m、南北  

（2・70）m、壁現高40cmを測る。面積（7．67）ポ 床面 ほぼ平坦で堅微な床面。北壁沿いに地山を利用した棚  

あり。竃 D－1と重複しているため不明。重複 D－1と重複しており、新旧関係は本道構→D－1である。 出  

土造物 縄文土器2点・土師器224点・須恵器98点・瓦2点・鉄器2点・灰粕8点。そのうち、鉄器1点を  

図示した。備考 時期は埋土や出土遣物から9世紀後半から10世紀初頭と考えられる。  

H－2号住居跡（Fig5、PL．1）  

位置 X179，Y150グリッド 調査区外だったため、竃のみ検出。竃 主軸方向 N－760－E、全長（73．5）cm、  

最大幅（43）cm、焚口幅（28）cmを測る。構築材として粘土を使用している。 出土遣物 土師器1点。備考   

時期は出土遺物も殆どなく、竃のみの検出のため不明。  

H－3号住居跡（Fig6、PL．1）  

位置 X179，Y159グリッド 主＊Jr［方向 N－960－E 形状 方形状と推測される。東西（1．76）m、南北（4．11）m、  

壁現高21cmを測る。 面積（5．84）rri床面 平坦で堅微な床面。竃 検出されず。重複 H－5、T－1と重  

複しており、新旧関係はH－5→本道構→T－1の順である。 出土遣物 土師器71点・須恵器24点・瓦3点・  

灰柚3点。そのうち、杯1点を図示した。備考 時期は重複関係や出土遺物から10世紀中葉と考えられる。  

H－4号住居跡（Fig6、PL．1）  

位置 X178・179，Y151・152グリッド 主軸方向 NLlO90－E 形状 長方形。東西［3．10］m、南北［3．38］m、  

壁現高48cmを測る。 面積【10．91］ポ 床面 平坦で堅緻な床面。 南西隅近くにP6・楕円形を呈し、長径  

52cm、短径46cm、深さ18cmを測る。竜 主軸方向（N－1090－E）、全長（74）cm、最大幅（67）cm、焚口幅（53）cm  

を測る。構築材として粘土と石を使用している。重複ト1と重複しており、新旧関係は本道構→Ⅰ－1である。   

出土遣物 土師器25点・須恵器58点・瓦1点・灰柚3点。そのうち、杯1点を図示した。備考 時期は埋  

土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－5号住居跡（Fig6、PL．1）  

位置 Ⅹ179，Y152・153グリッド 主軸方向 N－960－E 形状 方形状と推測される。東西（1．53）m、南北  

（4・03）m、壁現高20cmを測る。 面積（4．84）ポ 床面 ほぼ平坦で堅微な床面。 竜 検出されず。 重複  

T－1、H－3と重複しており、新旧関係は本道構→H－3→T－1である。 出土遺物 土師器24点・須恵器22点・  

灰粕1点。そのうちカワラケ1点を図示した。 備考 時期は重複関係や出土遣物から10世紀後半から11世  

紀初頭と考えられる。  

H－6号住居跡（Fig5）  

位置 X172・173，Y154グリッド 主軸方向 N－1100E 形状 方形と推測される。東西（2．92）m、南北  

（1・46）m、壁現高（30）cmを測る。周満 なし。面積（2．89）摘 床面 平坦で堅緻な床面。竃 検出されず。  
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出土遣物 土師器123点・須恵器151点・瓦8点・灰柚2点。備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀中葉  

から9世紀後半と考えられる。  

H－7号住居跡（Fig7、PL．2）  

位置 X174・175，Y150・151グリッド 主軸方向 N－1000rE 形状 長方形。東西3・31m、南北4・43m、  

壁現高23cmを測る。 周溝 ほぼ全周。 面積14．29Ⅰポ 床面 平坦で堅微な床面。 竜 東壁の中央やや  

南から検出され、主軸方向N840－E、全長67cm、最大幅70cm、焚口幅63cmを測る。構築材として粘土  

と凝灰質砂岩を使用している。 出土遺物 土師器43点・須恵器75点・瓦1点・鉄製品2点・石製品4点。  

そのうち、坪1点、カワラケ1点、石製品1点を図示した。備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀後半か  

ら11世紀初頭と考えられる。  

H－8号住居跡（Fig7、PL．2）  

位置 X173・174，Y153・154グリッド 主軸方向 N－117OE 形状 方形。東西3・12m、南北3・58m、  

壁現高25cmを測る。 周満 なし。面積10．94Ⅰポ 床面 平坦で堅微な床面。 竃 東壁中央やや南から  

検出され、主軸方向Nr840－E、全長145cm、最大幅88cm、焚口幅59cmを測る。構築材として粘土を使  

用している。 出土造物 土師器6点・須恵器34点・瓦4点・石製品2点。そのうち、カワラケ1点・瓦1点・  

石製品2点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀中葉から10世紀後半と考えられる。  

H－9号住居跡（Fig8）  

位置 X160，Y152グリッド 主軸方向 N－850－E 形状 方形と推測される。東西（0・83）m、南北（2・57）m、  

壁現高79cmを測る。 周溝 なし。 面積（1．94）摘 床面 土坑状の落ち込みがあるため不明。 竃 検出  

されず。出土遣物 土師器10点・須恵器9点。 備考 時期は埋土と出土遣物から9世紀後半と考えられる。  

H－10号住居跡（Fig8、PL．2）  

位置 X160，Y153グリッド 主軸方向 N－980rE 形状 方形状と推測される。東西（1・20）m、南北（1・86）m、  

壁現高39cmを測る。 周溝 なし。 面積（2．02）最 床面 平坦で堅緻な床面。竃 検出されず。 出土遣  

物 土師器7点・須恵器44点・灰和2点。 備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－11号住居跡（Fig8、PL．2）  

位置 X158・159，Y151・152グリッド 主軸方向 N－840E 形状 長方形。東西2・73m、南北3・72m、  

壁現高48cmを測る。 周満 ほぼ全周。 両横10．18Ⅰポ 床面 平坦で堅緻な床面。 貯蔵穴 南東隅近  

くにP5・楕円形を呈し、長径58cm、短径42cm、深さ14．5cmを測る。 竜 東壁中央から検出され、主軸  

方向N－820E、全長72．5cm 最大幅56．5cm 焚口幅5lcmを測る。構築材として粘土・凝灰質砂岩・瓦・  

石を使用している。 出土遣物 土師器86点・須恵器118点・瓦8点・灰粕5点・鉄製品3点・石製品2点。  

そのうち、杯1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－12号住居跡（Fig9、PL．2）  

位置 X158・159，Y152・153グリッド 主軸方向 NplO20－E 形状 正方形。東西2・57m、南北3・27m、  

壁現高48cmを測る。 周溝 なし。 面積 8．32Ⅰポ 床面 平坦で堅緻な床面。 竃 東壁中央やや南から  

検出され、主軸方向N－1020－E、全長89cm、最大幅86．5cm、焚口幅40．5cmを測る。構築材として粘土・  
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凝灰質砂岩・川原石を使用している。 出土遺物 土師器63点・須恵器199点・灰柚2点・鉄製品3点。そ  

のうち、坪5点・高台椀5点・足高高台椀2点・耳血1点・羽釜2点・台付嚢1点・鉄製品2点・石製品1点  

を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。  

H－13号住居跡（FiglO、PL．3）  

位置 X156・157，Y151・152グリッド 主軸方向 N－900－E 形状 長方形と推測される。東西［2．89］m、  

南北［4・58］m、壁現高52cmを測る。 周満 なし。面積［13．12］d 床面 平坦で堅微な床面。ピット 南  

西隅寄りにP7・円形を呈し、長径53cm、短径51cm、深ざ38cmを測る。 竜 H－15の重複によりほとんど  

が不明であるが、焼土や粘土ブロックの分布、支脚の跡などから付設位置は東壁南端と推測される。  

重複 H－14、HL15と重複しており、新旧関係は本道構→H－15→H－14である。 出土遣物 土師器82点・  

須恵器147点・瓦22点・灰柚4点・鉄製品7点・石製品2点。そのうち、鉄製品1点・瓦2点を図示した。  

備考 時期は重複関係や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

H－14号住居跡（FiglO、PL．3）  

位置 X156・157、Y152，153グリッド 主軸方向 N890－E 形状 正方形。東西【3．08］m、南北［3．33］m、  

壁現高57cmを測る。周溝 なし。 耐削10．20］最 床面 平坦で堅微な床面。竜 東壁中央から検出さ  

れ、主軸方向N－1020－E、全長110cm、最大幅95cm、焚口部26cmを測る。構築材として粘土・凝灰質砂  

岩・川原石を使用している。 重複 H－13、H－15と重複しており、新旧関係はH－13→H－15→本遺構である。   

出土遣物 土師器105点・須恵器224点・瓦3点・灰柚5点・鉄製品3点・石製品2点。そのうち、カワラ  

ケ1点・高台椀4点・羽釜1点・瓦1点・石製品1点を図示した。備考 時期は重複関係や出土遺物から9  

世紀後半から10世紀初頭と考えられる。  

H－15号住居跡（Fig10、PL．3）  

位置 Ⅹ156・157，Y151・152グリッド 主軸方向 N－1190－E 形状 長方形と推測される。東西［4．78］m、  

南北［3・34］m、壁現高45cmを測る。周滞 なし。面積［14．16］d 床面 平坦で堅徴な床面。竜 東壁南  

端から検出され、主軸方向N－119O－E、全長72．5cm、最大幅8lcm、焚口幅29cmを測る。構築材として  

粘土と石を使用している。重複 H－14、H－13と重複しており、新旧関係はH－13→本遺構→H－14である。  

出土遣物 土師器1点・須恵器56点・瓦12点・灰柚1点・鉄製品3点。そのうち、杯1点・カワラケ1点・  

鉄製品2点を図示した。 備考 時期は重複関係や出土遺物から11世紀初頭と考えられる。  

H－16号住居跡（Fig9、PL．3）  

位置 Ⅹ154・155，Y153グリッド 主軸方向 N－980－E 形状 方形と推測される。東西［3．39］m、南北  

［1・82］m、壁現高45cmを測る。周清 なし。両横［5．26］鵬 床面 平坦で堅微な床面。竜 検出されず。  

重複 H－17と重複しており、新旧関係は本道構→H－17である。出土遣物 土師器102点・須恵器43点・瓦2点・  

灰柚5点・鉄製品4点。そのうち、瓦1点と鉄製品1点を図示した。備考 時期は重複関係や出土遣物から  

9世紀後半から10世紀前半と考えられる。  

H－17号住居跡（Fig9、PL．3）  

位置 X155，Y153グリッド 主軸方向 N－940－E 形状 方形と推測される。東西［3．18］m、南北［1．32］m、  
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■高  53cmを測る。 周消 なし。 面積［4．22］最 床面 平坦で堅徴な床面。ピット 南西隅寄りにP7・  

長方形を呈し、長径70cm、短径64cm、深さ46．5cmを測る。竃 検出されず。重複 H，16、H－18と重  

複しており、新旧関係はH－16→本道構→H－18である。 山上迫物 土師器2点・瓦1点・鉄製品1点・石製  

品1点。 備考 時期は重複関係や出土遣物から10世紀初頭から10世紀前半と考えられる。  

H－18号住居跡（Fig9、PL．3）  

位置 Ⅹ155・156，Y153グリッド 主軸方向 N950－E 形状 方形と推測される。東西［3・65］m、南北  

［1．731m、壁現高60cmを測る。周溝 北壁に検出。面積L6．U4」最 床面 上ド坦で堅微な床面。竜 検出  

されず。重複 H－17と重複しており、新旧関係は本遺構→H－17である。 Hj士道物 土師器55点・須恵器  

25点・瓦8点・灰粕3点・鉄製品2点。そのうち、カワラケ1点を図示した。 備考 時期は重複関係や出土  

遺物から10世紀後半考えられる。  

H－19号住居跡（Figll、PL．3）  

位置 X152・153，Y150・151グリッド 主軸方向 N930－E 形状 方形と推測される。東西（3・85）m、  

南北（2．01）m、壁現高42cmを測る。周購 東壁に検出。両横（7・70）鵬 床面 平坦で堅微な床面。焼失  

住居のため、両竃周辺を中心に炭化物を多く検出した。また、B竃周辺の両壁からA竃周辺の東壁については、  

床から壁にかけて赤く焼けていた。竃 東壁南端（A竃）と南壁中央（B竃）やや東の二基が検出された。A竃  

主軸方向N1350－E、全長112cm、最大幅82cm、焚口幅21cmを測る。構築材として粘土を使用している。  

B竃 主軸方向N－820W、全長83．5cm、最大幅66cm、焚Lj幅30cmを測る。構築材として、瓦・粘土・  

川原石を使用している。また、支脚に、瓦を使用していた。重複 なし。出土造物 土師器156点・須恵器40点・  

瓦35点・灰軸6点・鉄製品6点・石製品2点。そのうち、カワラケ3点・高台皿1点・鉄製品1点・瓦15点・  

土釜1点を図示した。備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀後半から11世紀初頭と考えられる。  

H－20号住居跡（Fig12、PL．3）  

位置 X152・153，Y152・153グリッド 主軸方向 N－1130E 形状 正方形。東西4・26m、南北4・33m、  

壁現高52cmを測る。周満 なし。両横17．53ni床面 平坦で堅緻な床面。柱穴 南西隅寄りにPl・長  

方形を呈し、長径70cm、短径64cm、深さ46．5cmを測る。竃 東壁中央南から検出され、主軸方向Np  

l120E、全長104．5cm、最大幅83．5cm、焚口幅46cmを測る。構築材として瓦と粘土を使用している。  

複 なし。出土遣物 土師器118点・須恵器107点・瓦45点・灰軸4点・鉄製品2点・石製品2氏そのうち、  

カワラケ1点・瓦8点・鉄製品1点・石製品1点を図示した。 備考 時期は埋土と出土遣物から10世紀後半  

から11世紀初頭と考えられる。  

H－21号住居跡（Fig12）  

位置 Ⅹ153・154，Y153グリッド 主軸方向 N910－E 形状 長方形と推測される。東西（2・74）m、南北  

（2．57）m、壁現高45cl－1を測る。周溝 なし。面積（6．81）最 床面 平坦で堅緻な床面。東壁南端付近から  

粘土や焼土の分布が認められた。竃 焼土や粘土の分布から、東壁中央やや南に付設されていると推測される。  

重複 なし。出土迫物 土師器107点・須恵器67点・瓦11点・灰軸6点・鉄製品5点・石製品2点。そのう  

ち、瓦1点・鉄製品1点・石製品2点を図示した。備考 時期は埋土や出土遣物から9世紀後半と考えられる。  

H－22号住居跡（Fig13、PL．3）  
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位置 Ⅹ151・152，Y151・152グリッド 主軸方向 N1020－E 形状 正方形。東西2．90m、南北3．26m、  

壁現高47cmを測る。周港 南壁と西壁に検出。 面積 9．28Ⅰポ 床面 平坦で堅微な床面。ピット 南西隅  

近くにP7・円形を呈し、長径52cm、短径50cm、深さ70cmを測る。竜 東壁中央南から検出され、主軸方  

向N1140－E、全長（62）cm、最大幅（53）cm、焚口幅（32）cmを測る。構築材として瓦と粘土を使用し、支  

脚に石を使用している。重複 DB－2と重複しており、新旧関係は本道構→DB－2である。出土遣物 土師器60  

点・須恵器37点・瓦6点・灰粕2点・鉄製品4点。そのうち、高台椀1点・瓦2点・鉄製品1点を図示した。  

備考 時期は埋土や出土遺物から10世紀後半から11世紀初頭と考えられる。  

H－23号住居跡（Fig14）  

位置 X150・151，Y151・152グリッド 主軸方向 N－970－E 形状 正方形。東西【3．01］m、南北［3．80］m、  

壁現高（5）cmを測る。周満 なし。 面積［10．27］最 床面 平坦で堅緻な床面。ピット 南西隅やや北に偏  

しPl・円形を呈し、長径47cm、短径45cm、深さ56cm、南西隅やや東に偏しP2・円形を呈し、長径70cm、  

短径68cm、深さ11cmを測る。 竜 東壁中央から検出され、主軸方向NL880E、全長（77）cm、最大幅  

（124）cm、焚口幅（78）cmを測る。構築材として粘土と川原石を使用している。重複 なし。出土遣物 土師器7点・  

須恵器7点・瓦2点。そのうち、カワラケ1点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遣物から11世紀後半と  

考えられる。  

H－24号住居跡（Fig14、PL．4）  

位置 X150・151，Y152・153グリッド 主軸方向 NL970．E 形状 長方形。東西［3．10］m、南北［4．11］m、  

壁現高（41）cmを測る。周満 なし。両横［12．63］d 床面 平坦で堅緻な床面。竜 東壁南端から検出され、  

主軸方向NLl170－E、全長109．5cm、最大幅101cm、焚口幅28．5cmを測る。構築材として粘土・瓦と川  

原石を使用している。 重複 H－28と重複しており、新旧関係は本遺構→H－28である。 出土遺物 土師器  

161点・須恵器25点・瓦20点。そのうち、塊1点・坪1点・カワラケ1点・瓦9点を図示した。 備考 時  

期は埋土や出土遣物から10世紀後半から11世紀初頭と考えられる。  

H－25号住居跡（Fig13、PL．3）  

位置 X144・145，Y152・153グリッド 主軸方向 N－230－E 形状 正方形。東西［3．80］m、南北【3．50］m、  

壁現高26cmを測る。周満 なし。 面積［13．20］d 床面 平坦で堅微な床面。焼失住居のため、西壁付近  

に多量の炭化物や炭化米を検出。 竜 東壁南端から検出され、主軸方向N－1370E、全長（119）cm、最大  

幅（85）cm、焚口幅（35）cmを測る。構築材として瓦と粘土を使用している。 重複 W－4と重複しており、新  

旧関係はW－4→本道構である。 出土造物 土師器9点・須恵器19点・瓦4点・灰粕1点・鉄製品6点・石  

製品1点。そのうち、瓦1点・鉄製品3点を図示した。 備考 時期は埋土や出土遺物から9世紀後半と考え  

られる。  

H－26号住居跡（Fig15、PL．3）  

位置 X140・141，Y152・153グリッド 主軸方向 N1250－E 形状 正方形。東西［3．64］m、南北［3．48］m、  

壁現高（2）cmを測る。周溝 なし。 面積［12．37］d 床面 平坦で、竃を中心に堅緻な床面となる。竜 東  

壁南端から検出され、主軸方向N－1430－E、全長（102）cm、最大幅（94）cm、焚口幅（77）cmを測る。構築材  

としてと粘土を使用している。重複 なし。 出土遣物 土師器15点・須恵器9点・鉄製品1点・石製品2点。  

備考 出土遣物は破片であり、時期は詳しくは分からないが竃の位置・周辺住居址の主軸方向などと照らして  
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11世紀代と考えられる。  

H－27号住居跡（Fig9、PL．3）  

位置 Ⅹ156，Y153グリッド 主軸方向 一 形状 正方形と推測される。東西（1．37）m、南北（0．80）m、壁現  

高3cmを測る。 周溝 なし。 面積（0．19）最 床面 平坦な床面。 竃 検出されず。重複 H－18と重複  

しており、新旧関係は本道構→H－18である。 出土遣物 なし。 備考 時期は重複関係から10世紀後半か  

ら11世紀前半と考えられる。（元総社蒼海遺跡群（2）－6トレンチで検出）  

H－28号住居跡（Fig14、PL．4）  

位置 X150・15l，Y152・153グリッド 主軸方向 Np970－E 形状 長方形。東西［4．38］m、南北  

【2．68］m、壁現高5cmを測る。 周溝 なし。 面積［11．54］摘 床面 平坦で堅撒な床面。ピット 北東  

隅近くにPl・円形ないし方形を呈し、長径65cm、短径58cm、深さ10cm、西壁際中央にP2・長楕円形を呈  

し、長径87cm、短径52cm、深さ31cmを測る。 竜 東壁南端から検出され、主軸方向N－1140E、全  

長80．5cm、最大幅73cm、焚口幅27．5cmを測る。構築材として瓦と川原石を使用し、煙道部に土釜を使用し  

ている。重複 H－24と重複しており、新旧関係はH－24→本道構である。出土造物 土帥器9点・血2点。そ  

のうち、カワラケ1点・土釜1点・手付瓶1点・瓦2点を図示した。備考 時期は重複関係や出土遣物から10  

世紀後半から11世紀初頭と考えられる。  

2 竪穴状遺構  

T－1号竪穴状遺構（Fig6、PL．1）  

位置 X179，Y152・153グリッド 主軸方向 N－00－E 形状 長方形。東西1．48m、南北3．28m、壁現高  

37cmを測る。周溝 なし。 面積 4．67rrf 床面 平坦で堅緻な床面。重複 H－3・H－5と重複しており、新  

旧関係はH－5→H－3→本遺構である。出土遣物 土師器8点・須恵器4点・灰粕1点・鉄製品1点。備考 時  

期は重複関係や出土遣物からAs－B降下以降と考えられる。  

T－2号竪穴状遺構（Fig15）  

位置 X178－179，Y152グリッド 主中山方向 N－380－E 形状 楕円形。東西1．72m、南北2．33m、壁現高  

59cmを測る。周満 なし。両横 3．54Ⅰポ 床面 平坦で堅微な床面。出土造物 土師器19点・須恵器3点。  

そのうち、須恵器杯1点を図示した。備考 時期は埋土や出土遺物からAs－B降下以降と考えられる。  

T－3号竪穴状遺構（Fig15、PL．1）  

位置 X176・177，Y153グ1）ッド 主軸方向 N－30pE 形状 正方形。東西4．03m、南北4．46m、壁現高  

25cmを測る。周溝 なし。 面積17．30Ⅰポ 床面 平坦で堅撤な床面。多量の炭化物の分布が確認された。  

ピット 南東隅寄りにP7・楕円形呈し、長径60cm、短径44cm、深さ9cmを測る。 出土造物 土師器8点・  

須恵器4点・灰柚1点・鉄製品1点。そのうち、須恵器杯を1点、鉄製品を1点を図示した。備考 時期は埋  

土や出土遣物から9世紀中葉と考えられる。  

3 満  
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W－1号満（Fig39）  

位置 X170～171，Y154グリッド  主軸方向 N850－W 形状等 Ⅴ字形と推定される。長さ（4．5）m、  

深さ（60）cm、最大上幅（34）cm、最大下幅（46）cmを測る。 出土遺物 なし。 備考 時期は埋土からAs－B  

降下以降と考えられる。  

W－2号満（Fig39）  

位置 X170－172，Y153・154グリッド  主軸方向 N－620－W 形状等 U字形。長さ（7）m、深さ（10）cm、  

最大上幅（54）cm、最大下幅36cmを測る。 出土退物 なし。 備考 時期は埋土からAs－B降下以降と考え  

られる。  

W－3号酒（Fig17・18、PL．5）  

位置 X146－150，Y150～154グリッド 主軸方向 N－20－W 形状等 Ⅴ字形。長さ（13．2）m、深さ2．9m、  

最大上幅12．6m、最大下幅1．95mを測る。 出土遣物 なし。 備考 時期は中世と考えられる。  

W－4号満（Fig19、PL．5）  

位置 X144－146，Y150～153グ1）ッド  主軸方向 N－250－E 形状等 Ⅴ字形。長さ（13．6）m、深さ1．1m、  

最大上幅2．23m、最大下幅59cmを測る。 出土造物 なし。 備考 時期は埋土から古代と考えられる。  

W－5号満（Fig38、PL．5）  

位置 X134－141，Y150－153グリッド 主申Ill方向 X134－138，Y150－153はN－6lO－E・X139－141，Y150－151  

はN－1080LE 形状等 U字形。長さ（29．5）m、深さ38cm、最大上幅l．14m、最大下幅50cmを測る。  

出土遣物 なし。 備考 時期は埋土からAs－B降下以降と考えられる。  

W－6号浦（Fig38、PL5）  

位置 X133－135，Y150－152グリッド  主軸方向 N1080E 形状等 U字形。長さ（11．5）m、深さ  

28cm、最大上幅70cm、最大下幅44cmを測る。 出土造物 なし。 備考 時期は埋土からAs－B降下以降  

と考えられる。  

4 落ち込み  

0－1号落ち込み（Fig20）  

位置 X154，Y152グリッド 形状等 楕円形。東西3．12m、南北2．56m、深さ50cmを測る。 出土遣物  

土師器16点・須恵器15点・瓦2点・灰柚2点・鉄製品2点。 備考 時期は埋土と出土遣物から中世以降と  

考えられる。  

0－2号落ち込み（Fig20）  

位置 X154・155，Y150グリッド 形状等 方形と推測される。東西（2．14）m、南北（4．0）m、深さ94cmを測る。  

出土遣物 須恵器1点・鉄製品2点。 備考 時期は埋土と出土遺物からAs－B降下以前と考えられる。  

5 井戸・土坑・ピット  
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井戸・土坑・ピットについては、Tab．4 井戸・土坑・ピットー覧表（P．18）を参照のこと。  

井戸については、Ⅰ－1・3・4・5はAs－B以降と推定される。また、Ⅰ－2については、井戸を囲む様に約2mの範  

囲で石が敷き詰められている。石は井戸の周辺にのみ分布している事から、井戸に関連するものと考えられる。  

また、井戸内からは須恵器の大聾が2点と、土師器の甑が出土した。3点が同じ所からまとまって出土した事か  

ら、流れ込みよりも廃棄した可能性が高いと考えられる。埋土や出土遺物から9世紀後半と考えられる。  

6 土塀墓  

DB－1号土塀墓（Fig16、PL．4）  

位置 X157，Y151グリッド 主軸方向 N60－E 形状 楕円形。東西62cm、南北136cm、深さ（19）cm  

を測る。 埋葬形態 北頭西顔側臥埋葬 出土遣物 なし。備考 時期は埋土から中世と考えられる。  

DB－2号土墳墓（Fig25、PL．4）  

位置 X152，Y152グリッド 主軸方向 NrOOrE 形状 楕円形。東西103cm、南北183cm、深さ（28）cm  

を測る。 重複 H－22と重複しており、新旧関係は本遺構→H－22である。 埋葬形態 北頭西顔側臥埋葬  

出土遣物 なし。備考 時期は埋土と重複関係から中世と考えられる。  

7 凝灰質砂岩採掘抗（Fig39、PL．5）  

位置 Ⅹ173－174，Y153－154グリッド 形状 長方形。縦×横（単位cm）は（80×130）、（46×76）、（60×  

110）など 重複 H－8と重複しており、新旧関係は本道構→H－8である。出土遣物 土師器2点。うち坪1点  

を図示した。備考 時期は埋土と出土遺物から6世紀と考えられる。  

8 グリッド等出土遣物   

総数1659点が検出された。そのうち、土師器杯2点・須恵器杯2点・カワラケ2点・須恵器高台椀1点・  

須恵器高台皿1点・須恵器短頸壷1点・灰粕陶器高台椀1点・平瓦2点（うち「T」の箆書き記号瓦1点・「家  

E」の箆書き文字瓦1点。）・丸瓦1点（「ロリロ？」の箆書き文字瓦）・石鍍1点・古銭1点を図示した。  
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Tab．2 住居跡・竪穴状遺構一覧表  

遣 構  規模（m）  
位  置  

i’．≡■   出土遺物  

名  東西×南北   主軸方向      周 溝          位 置  構築材   土師器  須恵器  その他   

H－1  X181，Y150・151   （3．04）×（2．70）  （7．67）  40  N－1040－E  ×  

H－2  X179，Y150  粘土  

H3  Ⅹ179，Y159   （1．76）×（4．11）  （5．84）  21  N－ 960－E  ×  杯  

H－4  X178・179，Y151・152  ［3．10】×［3．38］  【10，91］  48  N－1090－E   東壁中央   粘土・石  （⊃  カワラケ・  

やや南  杯  

H5  X179，Y152・153   （1．53）×（4．03）  （4．84）  20  N 960－E  ×  

H－6  X172・173，Y154   （2．92）×（1．46）  （2．89）  30  N－1100－E  〉く  

H－7  Ⅹ174・175，Y150・151  3．31×4．43  14．29  23  N－1000E   
東壁中央  

やや南   
（⊃  杯・高台椀  

H－8  X173・174，Y153・154  3．12×3．58  10．94  25  N－117ローE   
東壁中央  

粘土   
やや南  

〉く  カワラケ  

H9  X160，Y152   （0．83）×（2．57）  （1．94）  79  N－ 850－E  ×  

H－10  X160，Y153   （1．20）×（1．86）  （2．02）  39  N－ 988－E  ×  

H－11  Ⅹ158・159，Y151・152  2．73×3．72  10．18  48  N184◇－E  東壁   杯   瓦   

粘土・凝  

H－12  Ⅹ158・159，Y152・153  2．57×3．27  8．32  48  N－10201E  東壁中央    灰岩・川  杯  杯・高台椀  

やや南    原石   台付き聾   耳皿・羽釜   
刀子   

H－13  X156・157，Y151・152  【2．89］×［4．58】  ［13．121  52  N－ 908－E  東壁南端   
坪・カワラ  

ケ   
瓦   

粘土－凝  カワラケ・  

H－14  Ⅹ156・157，Y152・153  【3．08】×【3．33］  【10．20】  57  N－ 890E  東壁   灰岩・川  高台椀・羽  

原石   釜   

H15  X156・157，Y151・152  ［4．78］×【3．34】  【14．16］  45  N－1190－E  東壁南端  粘土・石  ×  瓦   

H－16  X154・155，Y153   【3．39】×【1．82］  【5．261  45  N－ 980－E  〉（  

H17  Ⅹ155．Y153   【3．18］×［1．32】  ［4．22］  53  N－ 940－E  

H18  Ⅹ155・156，Y153   ［3．65］×【1．73］  【6．04】  60  N－ 950－E  （⊃  カワラケ  

東壁南端  

H－19  X152・153，Y150・151  （3．85）×（2．01）  （7．70）  42  N 930－E   ／南壁中央  

やや東   

H－20  Ⅹ152・153，Y152・153  4．26×4．33  17．53  52  N－1130－E   東壁中央   粘土・瓦  ×  
南  

瓦   

H－21  X153・154，Y153   （乙74）×（2．57）  （6．81）  45  N－ 9lO－E  ×  瓦   

H－22  X151・152，Y151・152  2．90×3．26  9．28   東壁中央   粘土・瓦  （⊃  

南  

H－23  Ⅹ150・151，Y151・152  ［3．01］×［3．80】  tlO．27］  5  N－ 97◇－E  東壁  粘土・石  ×  

H－24  X150・151，Y152・153  【3，10】×【4．11］  【12．63】  41  N－ 970－E  東壁南端   
粘土・瓦・  カワラケ・  

川原石   高台椀   
瓦   

H－25  Ⅹ144・145，Y152・153  （3．80）×（3．50）  （13．20）  26  N－ 23ローE  東壁南端  粘土・瓦  〉〈  長頸壷  瓦   

2  N－1250－E  東壁南端  粘土   ×  杯  

H－27  Ⅹ156，Y153   （1．37）×（0．80）  （0．19）  3  】（  

H－28  X150・151，Y152・153  【4．38】×【2．68】  【11．54］  5  N－ 970E  東壁南端  非占土・石  ×  襲  

T1  Ⅹ179，Y152・153   1．48×3．28  4．67  37  N－ ODIE  ×  

T－2  X178・179．Y152   1．72×2．33  3．54  59  N－ 38DE  〉〈  杯・羽釜  

T－3  Ⅹ176・177，Y153   4．03×4．46  17．3  25  N－ 3ロ E  ×  杯   坪・羽釜  

r17－   



Tab．3 清一覧表   

遺構名   位 置   
長さ   虎夫腑【111）     深さ   断面形   

四  田  
主軸方向   時代  

W1  X170－171王Y154   t4．5）  （0．34）  0．46   （0．60）  （V字形）  （N－850W）   中世   

W－2  X170－172，Y153－154  （7．0）  （0．54）  0．36   （0．10）．  U字形  N－620W   中世   

W－3  X146－150，Y150－154  （13．勾  12．60  1．95   2．9  Ⅴ字形  N20－W   中世   

（13．6）  2．23  0．59   1．13   

（29．5）  1．14  0．5   0．38   

W－6  Ⅹ133－135．Y150－152  （11．5）  0．70  0．44   ．0．28  U字形  ．N－1080－E   中世  

長軸  長軸  
遺構名   位   置  形 状  遺構名   位   置  形 状   

（cm）   （c】¶）   

ト1  X179．Y152   138  ■136  188）  円形  D50  ■Ⅹ152，Y151   75  73  26  円形   
Ⅰ－2  X172，Y153   153  146  174  円形  D－51  X152，Y151   108  106  25  円形   

1－3  X140，Y150   90  67）  114  円形  P－1  X178，Y150   57  52  29  円形   

Ⅰ－4  X133，Y151   298  190  300  楕円形  ■P－2  X178，Y151   102  85  33  楕円形   

ト5  Ⅹ132，Y151   208  136  104  楕円形  P－3  X178，Y152   96  84  12  円形   

D－1  Ⅹ181．Y151   136  131  35  円形  P－4  X176，Y150   44  42  28  円形   

D－2  Ⅹ180，Y151   102  （56）  35  （円形）  P－5  Ⅹ176，Y150   48  47  27  円形   

D－3  X178，Y151   235  176  58  楕円形  P－6  欠番   

D－4  X177～178，Y150   290  74  24  楕円形  P－7  欠番   

D－5  X177，Y151   342  93  28  ．長方形  P－8  X176，Y152   60  48  29  円形   

D－6  X177，Y152   304  106  39  長方形  P－9  X176，Y152   44  44  31  円形   

∩＋7  Ⅹ177，Y152～153   170  122  46  楕円形  P－10  X175，Y152   32  30  36  円形   

D－8  X176，Y150～151   140  97  23  円形  P11  X175，Y153   45  44  28  円形   

D－9  X176．Y152   92  78  38  楕円形  ．P－12  X175，Y153   38  33  12  円形   

D－10  Ⅹ175～176，Y152   90  90  37  ■円形  P13  X175，Y153   52  43  23  楕円形   

D－11  Ⅹ176，Y152～153   92  88  50  措円形  P－14  X174～175，Y153   54  50  16  円形   

D－12．．  Ⅹ175，Y151～152   213  65  22  楕円形  P15  X175．Y154   41  37  28  円形   

D－13■  X174／、175，Y150～151  280  88  34  長方形  P－16  X174，Y153   53  52  23  円形   

D14  X174～175．Y151′、152  （308）  105  34  桔円形  P－17  X175，Y152   42  38  34  円形   

D－15  ■X175】Y152   （148）  95 ■  30  長方形  、P－18  Ⅹ175．Y152   47  46  33  円形   

D－16  Ⅹ175，Y152   137  108  40  楕円形  P－19  X174，Y152～153   64  47  35  楕円形   

D－17  X175，Y152   120  62 ．  55  楕円形  P－20  X174，Y152   50  42  29  楕円形   

D－18  X1751Y152′－153   140  （102）  36  楕円形  P－21  Ⅹ174，Y153   60  53  35  円形   

D－19  X175．Y153   （140）  110  24  楕円形  P－22  X174，Y150   53  44  14  楕円形   

D－20  X175．Y150   110  95  ■37  楕円形  P－23  X173～174，Y153   54  44  36  円形   

D21  Ⅹ174，Y150   66  （30）  34  （円形）  P124  X173．Y152   68  62  42  円形   

D－22  X174，Y151   ■100  97  19  円形  P－25  X173′－174，Y153   92  68  33  楕円形   

D23  X174，Y151～152   260  54  27  長方形  P26  Ⅹ173－Y153   68  67  44  円形   

D－24  X173～174．Y151～152  110  105  ：28  （正方形）   
D25  ．X173，Y151   316  90  ■22  長方形  P28  X173】Y153   68  57  13  円形   

D－26  X173～174、Y152   174  82  40  長方形  P－29  Ⅹ173．Y152   44  38  30  円形   
D－27  Ⅹ174，Y153   100  85  44  楕円形  P30  X172′、173，Y152   66  55  8  樗円形   

D－28  X174，Y153～154   （176）  88  30  （長方形）  P－31  X173．Y151   33  28  15  円形   

D－29  X173～174▲Y153   94  94  47  円形  P32  X173，Y151   26  24  17  円形   

D－30  X173，Y152   100  94  24  円形  P－33  Ⅹ17乙Y151   52  40  18  楕円形   

D31  X173．Y150～151   102  82  16  楕円形  P－34  X172，Y151   56  ．50  18  円形   

D－32  X172′－173，Y150～151  （214）  80  19  （長方形）  P－35  X172．Y152   36  35  24  円形   

D33  Ⅹ172，Y151   100  57  37  楕円形  P－36  X172，Y152   53  48  20  円形   

D－34  X171′、1721Y151   86  86  8  円形  P－37 二  Ⅹ172，Y152   60  55  15  円形   

D－35  X171．Y151  （100）  98  45  楕円形  P－38  X172，Y152   45  35  24  楕円形   

D－36  X171、Y151～152   109  64  40  長方形  P39  X172IY152   49  36  22  楕円形   

D－37  X172，Y152   85  76  ■16   82  63  13  楕円形   

D－38  X172，Y153   60  55  24  円形  P41  Ⅹ171，Y152   46  36  13  楕円形   

D－39  X159，Y152   112  94  26  楕円形  P－42  X172，Y152   49  46  22  円形   

D－40  ■Ⅹ156，Y151   100  95  27  円形  P43  Ⅹ172，Y152′、153   58  42  30  楕円形   

D－41  X154，Y151   83  75  26  円形  P－44  Ⅹ17乙Y153   42  34  20  楕円形 ■   

D－42  先諦      P45  X172．Y153   35  35  28  円形   

D－43  X155．Y153   120  82  14  楕円形  P－46  X159．Y153   90  47  25  楕円形   

D－44  ．X155、Y153   109  84  15  楕円形  ．P47  Ⅹ1551Y152   64  55  10  円形   

D－45  X154IY151   108  96  42  円形  P－48  X154，Y151   76  72  12  円形   

D－46  X153．Y150   100  85  28  楕円形  P－49  Ⅹ153，Y153   92  69  30  楕円形   

D－47  X153．Y151   171  48  13  長方形  P50  Ⅹ151，Y151   54  51  円  円形   
D－48  ■火粥  P－51  X151，Y151   65  56  ：28  円形   

D－49  X152，Y152     l156   78  111楕円形   P－52  X152，Y152  58  50  12  円形   

′「宰  

亡′   
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Tab．5 土器観察表  

遺構番リ  任）ll径  

番号  i侶種  
ノ屑位  ②盟高   著諸種の特徴・整形・調整技術   備考   

H3   ①11．2  切札l粒②良好   
埋土  J不須恵器  

（力10．6  （手中粒②良好  糖税整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  
2  H－4  杯須恵器  

（診3．7  ③橙④3／4  内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   
酸化焔焼成  

3   

H－5  カワラケ  （D8．7  （D中粒②良好  醜態整形。□緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部‥直線的に外傾。朴外面／撫で。   

埋土  須恵器  ②2．0  ③にぷい樽④4／5  底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   酸化焔焼成  

（DlO．4  ①判L粒②良好  醜撼整形。口緑：僅かに外反。内・外／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部；   

②3．5  ③橙④完形  平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   酸化焔焼成  

5   

床直  
H－7  杯須恵器  ①11．8  ①小粒②良好  醒櫨整形。口緑：僅かに内湾。内・外面／撫で。休部：僅かに内湾。内・外面／撫で。   （∋4．0  ③にぷい橙④3／4  底部：平底。内面／撫で。中央に突出気味。外面ノ回転糸切り未調整n   酸化焔焼成  

H－8  
糠舵整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：底部から下位にかけて外  

6  床直   傾し、中位で内湾、立ち上がりで外傾。内・外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。  
外面／回転糸切り未調整。   

7  H－11  杯須恵器   
①12．3  ①細粒②良好  醸舶整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  
（∋3．4  ③灰仁l④3／4  外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   

H－12   
8  

①11．4  ①細粒②良好③に  口緑：僅かに外反。朴外面／撫で。休部：外傾。内面／撫で。外面／箆削り。底部：  

床直  杯土師器              ②3．7  ぷい赤禍④3／4  平底。内面／撫で。外面／箆削り。   

9   

H12   
坪須恵器   

①11．8  ①・l・粒②良好  幅鹿整形。口緑＝外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  

埋土  ◎3．6  喧）灰仁l④完形  内面／撫で。外面／恒「転糸切り未調整。   

10   
H－12   ①11．5  庄）机粒（多良好  馳蛸整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。   

埋土  杯須恵器  酸化焔焼成  

（Dll．5  
焼櫨整形。口緑：外反。内■外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・   

外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転系切り未調整。外面の口縁～  
酸化焔焼成  

杯須恵器   ②3．7  （l ③にぷい橙④3／4  
休部上位に掛けて「立」の墨書有り。   

外面墨書  

①13．4  （お机粒②良好  擁櫨整形。l＝l縁：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外債。内・外面／撫で。底部ヱ  

H12  
舶軸整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。   

H－12  

床直   
に開く。   

「ト12  
鞭櫨整形。口縁：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  外面漬けが  

16   床直   外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転箆削り調整。高台部：付け高台。  けによる施  
短く直立。三日月高台。   仙  

H－12  軸鮎整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。   

17   床直   
酸化焔焼成       内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。器肉厚い。高台部：付け高台。低い高台で、  

やや「ハ」の字状に開く。   

H12  
輌轍整形。口緑＝僅かに外反。朴外面／撫で。休部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・   

18  
床直   

酸化焔焼成       外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転系切り未調整。高台部：付け高台。  

長い高台で、「ハ」の字状に開く。   

11－12  
鞭墟整形。日録：僅かに外反。内・外面／撫で。休部＝外傾。内・外面／撫で。底部：   

19  
床直   

酸化焔焼成  

の字状に開く。   

H－12  高台椀須  〔D21．2  ¢）酬粒②良好  鴨規整形。lコ緑：僅かに内湾。内・外面／撫で。休部‥外傾。内・外面／撫で。底部：   

20  酸化焔焼成  

21   
H－12  台付蛮頑  （D13．0  ¢〕中位②良好  概観酪形。口緑：外傾。内・外面／撫で。体部：緩やかに内湾。内・外面／撫で。   

床直  恵器  ②（8．2）  ③褐灰④1／4  底部：欠損。   
酸化焔焼成  

軸醒整形。口緑＝内傾から端部短く直立。内・外面／撫で。鍔部：鍔貼り付け。   
酸化焔焼成       三角状でやや水平に張り出す。外面／撫で。胴部：上位／内儀気味。内・外面／撫で。  

中位～下位／欠損。   

H12  
醐龍∃酎杉。口緑：内傾から端部短く直立。内・外面／撫で。鍔部：鍔貼り付け。   

23   床直   
酸化焔焼成       三角状でやや水平気味、上向きに張り出す。外面／撫で。胴部：上位／内傾気味。内・  

外面／撫で。中位～下位／欠損。   

H－14  カワラケ  （∋9．6  ・p糾拉②良好  醜櫨整形。l二l緑：外反。lノい外面／撫で。休部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・   
24  

埋土  須恵器  （参2．2  ・3樽④3／4  外面／撫で。底部：平底。内・外面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   
酸化焔焼成  

H－14  
塘櫨整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔焼成  

25  
竃   

外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。中火に突出気味。外面／回転糸切り未調整。  

高台部：付け高台。低い高台で、やや「ハ⊥の字状に開く。   

－19－   



竃構番号  仁）口径■  

番号  器椰  罠畠   器種の特徴・整形・調整技術   
／屑位  

備考   

H－14  
植櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔焼成  

26  
床直   

外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。高台部：付け高台。  

「ハ」の字状に開く。   

H－14  
輌櫨整形。亡l緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔焼成  

27  
床直   

外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。高台部：付け高台。  

「ハ」の字状に開く。   
H－14 ■  高台塀須  （∋【13．5］  G）中粒②良好  轍櫨整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  酸化焔焼成  

28  
埋土  意器  ②5．3  ③膏灰④3／4  内面ノ．撫で－外面／回転糸切り未調整。高台部：付け高台。直立気味。   

轍櫨整形。口緑：内傾から端部短く直立。内・外面／撫で。鍔部：鍔貼り付け。  
H－14  

29  
②（27．6）   

三角状でやや水平気味、上向きに張り出す。外面／撫で。胴部：上位／僅かに内懐。  
竃床直   

内・外面ノ撫で。底部：欠損。   

30   
H－15   ①9．β  （丑・い粒②良好③に  軸墟整形。口緑：僅かに内湾。内・外面／撫で。休部：内債。内・外面／撫で。底部：   

床直  
杯須恵器  

②2，8  ぷい英橙④4／5  平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   
酸化焔焼成  

31   
H－15  カワラケ  ①8ユ3  （丑細粒②良好③に  輌埴整形。口緑：外反。内・外面／撫で。休部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  酸化焔焼成  

床直  須恵器  ②2．2  ぷい黄橙④3／4  内面／撫で。中央に突出気味。外面／回転糸切り未調整。   

32  H－18  カワラケ  ①9．0  （カ細粒②良好  鞭櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部さ  酸化焔焼成       1 
埋土  須恵器  （∋．5  （∋橙④5／6  平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   

33   
H－19  カワラケ  ①9．2  ①中位②良好  輯鰻整取口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。休部：外低朴外面／撫で。底部芋・  酸化焔焼成  

埋土  ．須恵器  ②2．．3  ③橙④5／6  平底。内面ノ撫で。外面／回転糸切り未調整。   

34  H－19  カワラケ  （∋7，2  ①細粒②良好  口縁：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内面／撫で。外面箆／削り。底部：平底。  酸化焔焼成  
埋土  須恵器  （∋2．1  （∋灰褐＠）5／6  内面／撫で。外面／箆削り。   

H－19  カワラケ  （争9．8  （∋机粒（∋良好 ③にぷい典橙  焼塩整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。  酸化焔焼成  
35  

④3ノ4       埋土  須恵器  （∋2．6  内・外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。器肉が厚い。   

①糾粒②良好  轍櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部＝外傾。境線胸l三相く。内・   
36  H－19   杯  （D7．6 1 

床直   高台皿   喧）．8  
「ハ」の字状に開く。三角高台。   

H－19  土釜  Q27．8  （D粗粍（∋良好  口緑：僅かに外反。内・外面／横撫で。頭部：外傾。胴部：内湾。内面／撫で。  

37               床直  土師器  ②29，2  ③にぷい褐④3／4  外面上位～中位／箆削り後撫で。下位／外面箆削り。底部：平底。   

38   
H－20  カワラケ  （丑【9，2】  ①阻粒②良好 （∋にぷい英褐  擁櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：  

④1／3       床直  須恵器  ②2．8  平底。内面／撫で。外面／回転糸切り後、撫で。   

焼塩整形。口緑：僅かに外反。弱い稜有り。内・外面／撫で。休部：僅かに内湾。内・   
H－22  

39   埋土   須恵砦   
酸化焔焼成       外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切未調整。器肉が厚い。高台部：  

付け高畠．「ハ⊥の字状に開き、端部で直線状になる。   

40  H－23  カワラケ  （丑10．4  （D岨粒②良好  板租整形。口縁：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸昧を持つ。内・  酸化焔焼成   床直  須恵器  （診2．4  ③灰褐④3／5  外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転系切り未調整。   
41   

H－24  ．婦  ∈）15．0  〔D剋粒②良好  鴨組整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔焼成  

須恵器  

42   
埋土  須恵器  （a3．9  （釘灰褐④完形  外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転箆削り調整。器肉が厚い。   
H24  杯  Q）14．2  （訂阻拉（診良好  蛎抵整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔焼成  

43  H24  カワラケ  （D9．4  ①粗粒②良好  椒蛭整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部；  酸化焔焼成  
埋土  須恵器  ②1．4  （3にぷい橙④3／4  平底。内面ノ撫で。中央に突出気味。外面／回転糸切り未調整。   

44  H28  カワラケ  ①【9．6】  （D細l粒②良好  醜櫨整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  酸化焔焼成  
床直  須恵器  ②1．4  ③l外相灰④1／2  内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   

Il－28  
lコ緑：僅かに外反。内・外面／横撫で。頭部：僅かに外傾。内・外面／横撫で。胴部‡・  酸化焔焼成  

45  
床直   

内湾。内面／撫で。外面上位／縦位の箆削り後撫で。中位／横位の箆削り後撫で．  竃煙道部の  

下位／横位の箆削り。中位に最大径を持つ。底部：平底。内・外面／撫で。   構築材   

外面刷毛塗  

46   
H－25  手付栢▲  十l   札粒②良好  轍櫨整形。口緑：欠損。体部：内湾。内・外面／撫で。上位／欠損。底部：平底。内・   りによる施  

床直  須恵器  ②（11．2）   灰④2／3  外面／撫で。稜有り。器肉厚。高台部：欠損   
軸  

T－2  杯   
47  

（D【11．9］  （p削粒②良好 ③にぷい赤褐  
④1／3   平底。内面／撫で。外面／回転箆削り調整。   

酸化焔焼成  

T－3  杯   ①【11．0  ①小粒②良好  鞭櫨整形。口縁：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。   
48  

埋土  須恵器  ②2．4  （卦橙④3／4  内・外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転系切り未調整。   
酸化焔焼成  

U－1  カワラケ  ①9－2  （〇中粒②良好  輌櫨整形。口緑：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。   
49  

床直  須恵器  （診1．8  （卦橙④完形  内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   
酸化焔焼成  

擁蛙整形。口緑：短く外反。内・外面／横撫で。頸部：僅かに外反。内・外面／構撫で。   

50   
U－1  土釜  ①26．3  ①租粒②良好    酸化焔焼成       指圧痕有り。胴部：内湾。内面／箆削り後、撫で。外面上位／縦位の箆削り後撫で。  

床直  須恵器  ②（29．0）  ③橙④5／6  中位／縦位の箆削り。下位／縦位の箆削り後、撫で。中位に最大径を持つ。底部：  

欠損。   

①細粒②良好  口緑：外反。内・外面／横撫で。頭部：外傾。はぼ直立。内・外面／撫で。胴部：  

（丑15．3 19 51  Ⅰ－2 埋土  甑 土師器   ②．8            （診にぷ 
下位／縦・横位の箆削り。底部：平底。中央に径3．7cmの穿孔有り。   

く．「－■  
－20－   



lT＝†下  

番弓一  う珊芥号 ／J酬立  1†伸  喀脚摘   器種の特徴・整形・調整技術   備考   

Ⅰ－2  大襲  ① －  ①糾拉②良好 （にぷい英橙  鞭櫨整形。口緑・体部上位：欠損。胴部：内湾。内面／青海波状紋。外面／格子目状紋。   
52  ∋  

埋土  須恵器  ②（34．5）  ④1／3   底部：丸底気味。   
酸化焔焼成  

X144  高台椀  （丑15．4  （甜Il粒②良好   
軸髄整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外債。僅かに丸味を持つ。内・  酸化焔匁■丘成  

53               Y151  灰柚陶器  ②6．5  （勤娠白④3／4   外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転箆切り調整。高台部：付け高台。  休部内外面刷毛  

直立気味。   塗りによる仇王制l   

Ⅹ157  ＝、   
54  

①12．8  （丑根粒②良好  口緑：外反。内・外面／撫で。交換点に稜有り。体部：内湾。内面／撫で。外面   

Y153  土師器  ②3．8  （卦褐灰④3／4  横位の箆削り。底部：平底。内面／撫で。外面／箆削り。   
酸化焔焼成  

55  X157  カワラケ  ①10．0  ①阻粒（∋良好  擁櫨整形。口縁：外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部：平底。  酸化焔焼成   Y152  須恵器  （診2．0  ③橙④完形  内面／撫で。外面／回転系切り未調整。   
X173  】不  ∈）［12．8  （∋■「■粒②良好③に  韓櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。内・外面／撫で。底部± 

56     ；＝≡≡・  
酸化焔焼成  

X175  
醸櫨整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。内・  

57  
Y150   

外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。高台部：付け高台。  

短く直立。   

ぷい戯橙④4／5  中位で外傾。内・外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転糸切り未調整。   
酸化焔焼成  

X179  
椀恕整形。口緑：僅かに外反。内・外面／撫で。体部＝外傾。朴外面／撫で。底部：   

59   Y152   須恵器  ． （∋4．2  ①細粒②良好 （卦褐灰④4／5    酸化焔焼成       平底。内面／撫で。中央に突出気味。外面／回転糸切り未調整。高台部：付け高台。       「 

ハ」の字状に開く。   

60   
東調査  カワラケ  （D8．0  （∋細粒②良好③に  轍櫨整形。口緑：僅かに内湾。内・外面／撫で。体部：外傾。僅かに丸味を持つ。   
区覆土  須恵砦  （∋1．7  ぷい橙④3／4  杓・外面／撫で。底部：平底。内面／撫で。外面／回転系切り未調整。   

酸化焔焼成  

61   
東調査  短頭■壷  庄）－  ①中拉②良好  擁櫨整形。口緑：欠損。頸部：外反。内・外面／撫で。胴部：内湾。内面／波状紋。  

区覆土  須雷器  （診（19．2）  ③橙④3／4  外面上位／撫で。中位～下位／平行叩き目紋。中位に最大径。底部：欠吼   

凝灰質   

62   砂岩採  
①11．5  ①粁肘：（多良好  口縁：外反。内・外面／撫で。交換点に稜有り。体部：内湾。内面／撫で。外面   

土師器  （塾3．0  ③lリj紫灰④3／4  ／横位の箆削り。底部：平底。内面／撫で。外面／箆削り。   
還元焔焼成  

掘抗   

（注）  

①層位は、「床直」：床面から10clll未満の層位からの検出、「埋土」：床面から10cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竃内の検出については、  

「竃内」と記載した。  

②口径と、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を［】で示した。その他の小片については、所属部位を記載した。  

③胎土は、細粒（1．Omm未満）、中粒（1．0－2．Omm未満）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  

（勤焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  

⑤色調は土器外面を観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。  
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Tab．6 瓦観察表  

器種  最大長  最大幅  吊大厚   
荘】貯i上忍焼成③色調   

番号  遺構番号 ／層位  

器種の特徴・整形・調整技術   
④遺存塵  

備  考   

63  H－8 床直  平瓦  （13．5）  （12．5）  2．3  ・丑小机②良好富にぶ い赤帽④り6   凹面：布目。凸面：縦位の撫で。狭端部面取り2面。   酸化焔焼成   

64  H－13  平瓦  （10．0）  （8．2）  1．9  ①細粒②良好③浅英  凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き後、横  酸化焔焼成   床直      位④1／12  位の撫で。狭端部面取り1面。   
65  H13  丸瓦  （14．5）  17．8  2．2  日）鮒粒②良好③褐灰  行基葺式。凹面：布目擦り消し。布の合わせ痕。l竺l面：横位の撫で。  還元焔焼成   床直      ④2／3  側部面取り2而。広端部面取り1面。   

66  H14  リノ■l■桜堤艮少他抄く褐  

丸瓦  （10．6）  （9．3）  1．7   ④1／8   凹面：布目。凸面：横位の撫で。狭端部面取り1面。   還元焔焼成   
埋土  

瓦   粘土板糸切り痕。凸面：縦位ないし横位の撫で。側部面取り2面。   67  H－16  軒平   （10．5）  （15．0）  5．5  00小粒②良タf③≠．じ④  瓦当意匠：均整唐草文。瓦当部：曲線顎形式。凹面：布目擦り消し。  還元焔焼成   床直      1／10  
68  H－19   

竃・床直  
丸瓦  （23．2）  15．9  1．8  住細粒②良好③灰④  行基葺式。凹面：布目。布の合わせ痕。凸面：横位の撫で。側部面  還元焔焼成         3／4  取り3面。狭端部面取り1面。二次被熟。   

69  H－19   37．1   
丸瓦  竃・床直  （14．4）  2．5  ①根粒②良好③蛮灰  行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。Iq而：撫で。側部面取  還元焔焼成         ④2／3  り2面。広端部面取り2面。狭端部面取り2面。二次被熟。   

42．4   ①糾粗②良好③灰褐  行基茸式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ痕。凸面：横  酸化焔焼成  
70  トⅠ－19  丸瓦  18．0  2．5  ④5／G   位の撫で。側部面取り3而。広端部面取り1面。狭端部面取り1再i。   

I」－19  

71   テラス・ 床直  丸瓦  （17．9）  15，r〕  P．2  ①細粒②山炸③り」袖  行基葺式。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫  還元焔俳成        灰＠3／4  で。側部面耳かノ3而。二次被熟。   

72  Hr19   〔Dm拉②山好③巣≒褐  行基葺式。凹面：布目。凸面：横位の撫で。狭端部面取り1面。箆  還元焔焼成  
竃・床直  丸瓦  （23．2）  （13．8）  3．0               ④3／4   書き文字瓦「八十？」（凸面）二次被熱。   文字瓦   

73  H－19   
床直  丸瓦  （6．7）  （14．6）  1．7  （丑糾粒②良好③にぷ  行基葺式か。凹面：布目。凸面：縦位の純叩き後、横位の撫で。側  酸化焔焼成         い朗樽④1／3  部面取り1面。広端部面取り1面。二次被熱。   

74  H－19 床直  平瓦  （6．0）  （11．5）  2．1  庄）釧粒②良好（卦掲灰 ④り8   一枚作り。凹面：布目擦り消し。凸面：縦位の縄叩き。側部面取り1面。  還元焔焼成   

H－19   
75  平瓦  （10．0）  （12．1）  2．0  ①細粒②良好③にぷ  桶巻き作り。l町画：布目擦り消し。模骨痕。凸面：縦位の純叩き。  酸化焔焼成  

（配細粒②良好③褐灰  町面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り3面。狭端  酸化焔焼成  
76  H19  平瓦  （19．1）  （15．1）  2．7         竃・床直      ④2／3   部面取り1面。   

77  H19   
竃・床直  

平瓦  （14．7）  （14．4）  2．5  〔∋糾拉（野良好③灰l；l  画面：布軋粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き後、撫で。側部  酸化焔焼成         ④1／4  面取り3面。二次被熟。   

ワ8  H－19   

竃・床直  
平瓦  （11．4）  （16．5）  2．4  ①・l・粒②良好③英灰  凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。側部面取り3面。  還元焔焼成         ④1／6  二次被熟。   

79  H－19   
竃・床直  

平瓦  （17．8）  （15．8）  1．8  ①・l・粒②良好③灰賞  凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き。側部面取り2  願化焔焼成         褐④1／6  面。二次被熟。   

80  H19   （酔l■拉②通好③褐灰  町面：布目。凸面：縦・横位の撫で。側部面取り2面。狭端部面取  還元焔焼成  
床直  平瓦  （9．9）  （10．5）  2．1               ④りtO   り2面。箆書き文字瓦「平？」（凸面）二次被熱。   文字瓦   

H－19   

81    平瓦  （15．5）  （15．5）  1．5  〔じ剃拉（む良好ぼにぶ  l吐＝面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：正格子叩き。狭端部  酸化焔焼成   7‾フスー 床直      い赤禍 ④1／10  面取り2面。二次被熟。   

2．6  （かl・粒②良好③にぷ  一枚作りか。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。lワl而：撫で。   
82  H－19  平瓦  （18．0）  23．7  いJ・∵橙 ④l／2  則部面取り3而。狭媚部面取り1面。二次被熟。   酸化焔焼成  

①机拉②良好③抄（褐  一枚作りか。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の組叩き。  酸化焔焼成  
83  H－20  平瓦  （21．5）  （20．5）  2．0         竃・埋土      ④こi／4   側部面取り2而。二次被熱。   

84  H20   
床直  

平瓦  （18．6）  （15．5）  2．1  甘細粒②良好③J火l二l  旦l面：布目。指圧痕有り。凸面：紹位の縄叩き。側部面取り2面。  酸化焔焼成         ④2／こう  二次被熱。   

85  H20   
床直  平瓦  （1臥9）  （15．4）  2．2  ①細粒②良好③にぶ  一枚作りか。凹面：布目擦り消し。凸面：縦位の縄叩き。側部面取  酸化焔焼成         い黄帽 ④1／6  り2面。   

①・l・拉②良好③にぷ  せl面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き。狭端  還元焔焼成  
86  H20  平瓦  （15．0）  （14．0）  2．2         埋土      い鵡招宣】／H）  部面取り1面。   

87  H20  平瓦  （14．7）  （15．0）  1．5  （力・ll粗②良折③褐灰  りl面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：狭端部上位／縦位の縄叩き後、  酸化焔焼成   竃・床直      ④】／6  横位の縄叩き。側部面取り2面。狭端部面取り2面。二次被熟。   

88  H20  平瓦  （12．3）  （11．8）  1．7  ①酬Ⅲ 

89  H20 床直  平瓦  （10．8）  （13．8）  2．1  ①・ll拉②良好③灰自 ④l／10   凹面：布目。粘土板糸切り痕。lウ1面：縦位の縄叩き。側端部面取り2而。  酸化焔焼成   

90  H20  平瓦  （26．5）  （17．5）  1．5  ①rll粒②1帥√③灰自  一枚作り。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き。側  酸化焔焼成   床直      ④2／3  部面取り2面。広端部面取り1面。   
（手細粒②良好③淡赤  

91  H21 床直  平瓦  （9．9）  （11．0）  1．6   橙④1／‖）   凹面：布目。凸面：縦位の純「ll」き。狭端部面取り1面。二次被熟。  酸化焔焼成   

H－22   （中細粒②良好③褐灰  一枚作り。凹面：布目擦り消し。凸面：縦位の純叩き。側部面取り   
92  平瓦  （14．0）  （6．3）  1．8  

④1／20   
酸化焔焼成  

埋土  2面。二次被熟。   

戸車  

材   
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遺構番け  
器柾  最大長  最大幅  最大厚   

①J桁士②焼成③色調   

番号   ／／戸‖、■た  器機の特徴・整形・調整技術   僻  考   
④退存鹿  

H22   ①糾粒②良好竃）灰l］  ．＿．  ‾          ． l．   ■    ・・   
93  平瓦  （15．8）  （16．2）  2．4  還元焔焼成  

竃・床直  の縄叩き。中位ノ縦位の蝿叩き。狭端部面取り1面。   

H－24  ①・ll粒②良好③灰英  
94  平瓦  （16．4）  （13．0）  3．0   凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り2面。二次被熟。   

砥＿・床直  

H－24   ¢）小粒②良好③にぶ  凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。側部面取り3面。   
95  平瓦  （13．5）  （13．5）  2．3  酸化焔焼成  

狭端部面取り1面。二次被熱。   

H28   0細粒②良好③蛍灰  ー▲枚作り。凹面：布目。凸面：縦位の縄叩き後、撫で。側部面取り   
96  平瓦  （13．6）  （9．9）  2．2  還元焔焼成  

竃・床直  1面。二次被熱。   

H24   〔D細粒②良好③甚灰  凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。側部面取り3面。  還元焔焼成  
97  平瓦  （12．7）  （16．8）  2．2  

箆書き文字瓦「男？」〔凹面〕二次被軋   文字瓦   
H24   〔D■l■粒〔訂良好③にぷ  凹面：布目。布の合わせ痕。凸面：縦位の縄叩き後、撫で。側部面   

98  
床直  

丸瓦  （13，4）  （き・0）  l．5  酸化焔焼成  
取り2面。狭端部面取り2面。   

H－24   ①細粒屠良好③成典  行基葺式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の縄叩き後、撫で。   
99  8．2）  （12．9）  2．4  

竃・床恒  
酸化焔焼成  

側部面取り2面。狭端部面取り1面。二次被熱。   
「ト24  庄）細粒②1む好③にぶ  

100  平瓦  （17．3）  （9．0）  2．4   い橙④l／6   凹面：布目。布の合わせ痕。凸面：布目叩き後、撫で。側部面取り2面。  酸化焔焼成   
電・床直  

一枚作りか。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：秋端部  
【1－24  （手■い粒②良好③にぶ  

101  平瓦  （23．3）  （14．0）  2．2   い鵬掩④1／8  上位／横位の縄叩き。中位／縦位の縄叩き。狭端部面取り1面。二  
柁・床値  

次被熟。   
H－24   ①■い粒②良好③にぶ  凹面：布目擦り消し。凸面：縦位の相川」き後、撫で。広媚部面取り   

102  平瓦  （33．9）  （16，2）  3．5  酸化焔焼成  
竃・床直  2面。二次被熟。   

瓦当意匠：左編行唐草文。瓦当部：曲線顎形式。凹面：布目擦り消  酸化焔焼成  
H28  ①細粒②良好③にぶ  

103  （20．2）  （29．2）  5．7   い亦袖④1／3  し。粘土板糸切り痕。凸面：縦位ないし横位の撫で。側部面取り3  文字瓦  
寵・床直   

而。二次被熱。   国分寺   
一校作り。瓦当意匠：七重廊文。瓦当部：段顎形式。凹面：布目擦  酸化焔焼成  

H－24  ①・l・粒②良好竃）にぷ  
104  （16．0）  （22．0）  4．0   い樽④1／3  り消し。布の合わせ目痕。凸面：縦位の縄叩き。瓦当部のみ横位の  文字瓦  

竃・床直   
純Ill」き。側部面取り2面。二次被熟。   国分寺   

H－25  せ紬粗②良好③灰仁l  還元焔焼成  
105  平瓦  （11．2）  （8．3）  2．8  

④】／20   
凹而：布目。l竺l而：撫で。狭端部面取り2面。  

床直  外面自然群山   
X176   （》糾料②1辻好3）灰仁1  凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の純叩き。箆書き記号瓦   

106  平瓦  （8．5）  （11．3）  1．7  還元焔焼成  
Y153  「T？⊥二次被熟。   

凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。凸面：横位の撫で。  
X179  26．5   ①紺粒（診良好③禍根  

107  丸瓦  （14．3）  2．5   
④3／4  

側部面取り3而。広端部而取り2面。箆書き文字瓦「ロリロ？」  
Y151  

二次被熟。   
束調査区  （丑釧粒（を良好③にぶ  

108   寺宝土   平瓦  （14．6）  （14．5）  3．1   い椎耳り8   凹面：布且。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。二次被熟。  酸化焔焼成   

東調査区   （卦酬粘②良好③lリ」巨冒  凹面：布目。枯⊥板糸切り痕。凸面：横位の撫で。狭端部面取り1   
109  平瓦  （12．8）  （G．9）  1．5  面。箆書き文字瓦「家E」二次被熟。   酸化焔焼成  

（注）  

①層位は、「床直」：床面から10cITl未満の層位からの検出、「埋土」：床面から10cln以上の層位からの検出の2段階に分けた。竃内の検たl＝こついては、  

「竃内」と記載した。  

②口径と、器高の単位はcmであり、重さの単位はgである。現存値を（）、復元値を‖で示した。その他の小片については、所属部位を記載した。  

③胎土は、細粒（1．Ol¶1Tl未満）、中位（1．0－2．01Tlm未満）、根粒（2．Om」n以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。  

④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。  

⑤色調は土器外面を観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。  
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Tab．7 鉄器・執軸品観察喪  
番号  遺構・層位   器 蹄 最大長   最大胞   最大厚 重 さ   遺存度   

11U   H－1・埋土   釘  6．1   1．1   0．8   7．5   2／3   
111   H12・埋土   釘  （6，3）   0．5   1．2   9．1   2／3   
112   H－12・埋土   刀子  25．2   2．7   0．4   60．0   完形   

113   H－13・埋士   刀子  （4．5）   0．6   0．2   2．7   1／4   
114   H15・床直   刀子  （7，2）  1．4  0．3  11．0   1／4   
115   H－15・埋土   （10．2）   0．7   0．5   10．6   3／4   

116   H－16・床直   （5．8）   但．5）   0．5   4．6   2ノ3   

117   H－19・埋土   釘  （8．5）  0．5  0．4  7，4  3／4   

118   H－20・埋土   釘  （1．8）   0．7   0．5   7．2   2／3   
119   H－21・埋土   釘  （4．6）   0．5   0．8   6．5   1／4   
120   H－22・埋土  汀   （5．0）  0．4  0．4  2．9   2／3   
121   H－25・床直   索  股   （10．2）   （2．6）   0．3   22．8   3／4   

122  H－25・床直   村政   （13．7）  3．2  0．8  37．4  ほぼ完形   
123   H－25・床直   刀子  24．6   2．2   0．4   68．0   完形   

124   T－3・床直   兼  股   （13．3）   3．1   0．1   60．6   ほぼ完形   

125   ト3・埋土   弟  朗笑   〔9．2〕   3．3   0．9   13．8   はぼ完形   

126  D－19・埋土   銑鉄  （0．9）   1．1   0．3   5．2   ほぼ完形   

Tab．8 石器・石製品観察表  

番号   遇埴・層位   需 種   最大長  ，最大幅  最大厚  重 さ  石■材  適存度  備 考   
H－7・Pl   127    敵弾   6．2   5．9   5．0   220  安山岩 二  完形  鉄付着   

128   H14・埋土   敲石・磨石   13．2   5．4   3．4   450  安山岩  完形  
129   H－20・畦土   敲石・磨石   9．6   5．0   3．3   210  安山岩  完形  
130   H21・床直   砥石   11．3   4．6   3，0   26  泥岩   完形  

131   H－21・床直   敲石・磨石   12．2   12．1   5．5   1310  安山岩  完形  

132   W－2・埋土   砥石   8．8   4．7   4．3   225  泥岩  完形  

133   W－4・埋土   砥石   11．8   3．9   2．0   135  泥岩   完形  

134   D－3・埋土   敲石・磨石  10．2  5．8  3．0  350  安山岩   完形  
135   Ⅹ159Y151   石   4，6   1．9   0．5   3．9   亘岩   完形  

．睾弓   

Tab．9 古銭一案表  
l蕃号  l 遺構・層位  l  名 称  1 材   年代   初鋳年   ：     捜 類．  

136  D－20・埋土   皇宋通賃   嗣   北宋   1039年   渡来栽  

137  l東調査区・覆土   元符通宝   銅   北宋   1098年   渡来銭  

Tab．10 小鍛冶倒遡拙土遺物観某表  
番号  遺構・層位   器径   最大長  屈大幅■ノ径  重さ   遺存厚   備 考   

須恵器  
138  D41・埋土  （3．6）   （4．4）  1／10  転用柑桐・内・外面／自然柚、鉱揮付着。   

灰粕陶器  

139  D－41・埋土  土師器杯   （3．9）   （2．7）  1／10  転用柑桐・内面／鉱樺付着   

140  D41・哩土  蹄羽口   〔10．1）  最人径（8．3）  通風孔径（2．2）   1ノ2  先端部鉱倖付着。外面／縦位の撫で調整。   

141  D－41・埋土  晰羽口   （4．2）  最大径（6．2）  通風孔径（2．3）  1ノ10先端部のみ  鉱渾付着．   

142  D41・埋土  椀盲宰   7．4   7－7   224  

143  D41・埋土  椀ラ宰   10．8   9－5   540  

144  D－41・埋土  鉄淳   7．2   6．0   135  

145  ：D46・埋土  須恵器坪   4．4   4．1  1／4  転用柑札 内面／鉱渾付着。酸化焔焼成。   

146  D－46・埋土  須恵器杯   （3．5）   （5．3）  1／4  転用榔札 内面／鉱渾付着。酸化焔焼成。   

147  D46・埋土  須恵器坪 （4．0）  （2．4）  1／8  転用珊札 内面／鉱倖付着。酸化焔焼成。   

148  D－46・埋土  鉄浮   7．2   10．6   170  

149  D46・埋土  鉄繹   3．3   4．0   34．4  

150  D－46・埋土  鉄棒   3．8   3．1   32．4  

151  D46・埋土  鉄j宰   5．0   5．1   37．8  

152  D－46・埋土  鉄棒   5．3   5．8   112  

153  D50・埋土  鉄樺   5．6   7．3   106  

154  D－50・睡土 ■  鉄悍   3．5   5．3   61．5  

155  D－50・埋土  鉄j宰   5．8   6．1   94  

（注）  

①層位は、「床直」：床面から10cm未満の層位からの検出、「埋土」：床面から10cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竃内の検出については、  

「竃内」と記載した。  

②最大長・最大幅・最大厚の単位はclllであり、重さの単位はgである。現存値を（）で示した。  
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ⅤⅠ成果と問題点  

本調査区は、推定上野国府域の西側の範囲に位置する。住宅を挟んで東西に分かれているため東調査区および  

西調査区とした。浅間B軽石（As－B）混土層を取り除き榛名FP軽石（Hr－FP）・浅間C軽石（As－C）を含む暗褐色  

土で遺構確認を行い、調査の結果、炉跡や鉄渾・鍛造剥片・羽口の破片を含む土坑など、鍛冶関連と推定され  

る遺構を含め、竪穴住居跡28軒、竪穴状遺構3軒、溝6条、土坑51基、ピット50基、落ち込み2基、土墳  

墓2基を検出した。出土遣物からみると、9世紀～10世紀後半の遣物が殆どの割合を占めている。また、多量  

の瓦片も出土している。ここでは、今回の調査で明らかになった遺構と遣物について、概観していきたい。時代  

区分については、元総社蒼海遺跡群で従来行われている様式に従い、Ⅰ期（～7世紀前半：律令期以前）、ⅠⅠ期（7  

世紀～10世紀初頭：律令期）、ⅠⅠⅠ期（10世紀前半～：律令期以後）の3期に大別する。  

1 住居跡につt）て   

本道跡の遺構と遺物について調査の結果、本遺跡から検出された遺構はⅠⅠ期の後半からが殆どで、Ⅰ期に当た  

る遺構は確認できなかった。  

（1）ⅠⅠ期（7世紀～10世紀初頭：律令期）   

ⅠⅠ期の遺構を見てみると、東調査区ではH－1・4・6の3軒、西調査区ではH－11・13・14・16・21・25の  

6軒で、規模は東西辺3～4m前後が多く、主軸方向はN－89～1100－E以内に留まる。竃が検出された住居  

跡については、東壁のほぼ中央に付設され、構築材として粘土や凝灰質砂岩、石や瓦を使用している。ⅠⅠ期の  

住居跡の時期を細分化してみると、9世紀初頭～9世紀後半で、9世紀初頭の住居跡は1軒のみで、ほとんど  

が9世紀後半の住居跡である。特徴的な住居を挙げると、H－25については、床面から多量の炭化物が散在し  

ていた事から、焼失住居と考えられる。また、西壁付近から少量の炭化米を検出した。出土遣物は、手付瓶と  

完形の刀子、そして刺股等の鉄製品を多く出土した。  

（2）ⅠⅠⅠ期（10世紀前半～：律令期以後）  

ⅠⅠⅠ期の10世紀前半からの住居跡は、東調査区で、5軒（H－2・3・5・7・8）、西調査区では14軒（H－10・  

12・14・15・17・18・19・20・22・23・24・26・27・28）の竪穴住居跡が検出された。住居の規模は東西  

辺3～5m前後とばらつきがみられ、均一化傾向のあるⅠⅠ期と違い、分散化傾向がみられる。竃は、東壁の  

南寄りに付設され、構築材として粘土の他、川原石を用いているものもあるが、多くは瓦を中心として用いる。  

ここで、特筆すべき住居がH－12・19で、H－12は多量の須恵器の高台椀を始め、足高高台椀や耳皿、羽釜、  

刀子の完形が出土している。他の住居跡と比べ非常に遺物量が多く、耳皿等の特殊土器が出土していることか   

ら、集落の厩屋的存在であった可能性が指摘できる。  

H－19については、床面から多量の炭化物と焼土が確認できた事から焼失住居と考えられる。住居の東部分を  

中心に炭化物や焼土が検出され、炭化物の中には木片の形を留めている物や、屋根に使われた萱と思われる繊  

維状の炭化物が確認できた。住居の東壁部分の床から壁にかけて多量の焼土が検出されたが、これは住居の屋  

根を作る時に雨水等が中へ流れ込まないようにするため、地面と屋根との接点に粘土を貼る場合があり、その  

部分の粘土が焼けたものと考えられる。またH－19にはA竃・B竜と2基の竃が検出され、A竃は東壁南端に、  

B竃は南壁の東寄りに付設し、規模やレベルからみてもほぼ同じことから、竃の造り替えと推測される。B竃  

は支脚、袖等の構築材に多量の瓦を使用し、計15点の瓦が出土したが、A竃から構築材と思われるものがほ  

とんど検出されず、竃の掘り方のみだったことから、A竃を造った後に、新たにB竃を造ったと考えられる。  

B竃については、上面からの確認時に、白色粘土が楕円状に分布しており、竃を中心に東西（長軸）14．4cmの  

テラスが確認できた。出土遣物からH－19は10世紀後半から11世紀初頭と考えられる。この時期で南竃の  
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住居はH－19のみで、出土遺物も同じ時期の住居と比べてみても、カワラケをはじめ多くの遺物が出土し、住  

居の周辺から鍛冶工房と関連してくると思われる遺構が検出されているなど、特殊な住居と推定でき、工人あ   

るいは公的施設等に関係してくる可能性がある。  

（3）住居跡のまとめ   

本遺構全体を通しての出土遣物については、酸化焔焼成の須恵器を中心に高台椀やカワラケが検出され、土  

師器の遺物はほとんど検出されなかった。また、瓦を構築材として使用している竃が多くあり、軒平瓦をはじめ、  

多量の瓦が出土した。限られた部分での調査のため確かなことはいえないが、本遺構での住居跡の移り変りを  

みてみると、7～8世紀後半までの住居跡は1軒も検出しておらず、9世紀後半～11世紀前半までの住居跡  

が割合を占めている。このことから、7～8世紀後半までこの周辺は国府や国分寺の土地利用に関する規制が   

あったと考えられる。また、蒼海城の堀（W－3）を挟んで東部分は住居跡が19軒と比較的密集して検出されたが、  

西部分は2軒のみと少なくなる。2軒の住居跡以外はすべてAs－B降下以降の遺構であり、ⅠⅠ・ⅠⅠⅠ期の遺構は  

H－26を最後に検出されなくなる。過年度調査の元総社小鬼ⅤⅠⅠⅠ遺跡でも、本遺跡の堀の西部分に隣接する所   

をみてみても、検出された遺構に竪穴住居跡がはとんどないことから、本道構の堀の西部分周辺は、集落から   

外れた場所であったと推定される。  

2 鍛冶工房跡   

H－19の南側付近から高熱を受けたと思われる赤色化した直径40cm前後の炉跡が確認された。炉跡のすぐ東  

側から長径75cm・短径73cm・深さ26cmの円形で、鉄棒や鍛造剥片、前の羽口残片を含んだ土坑（D－50）が  

検出された。D－50は他の土坑と違い底面が硬く締まっていた。鉄倖の検出や床面の硬化、炉跡との位置関係から、  

D－50は鉄を鍛える時の足場となる横座と考えられる。足場となる横座は、腰掛のような物に座って作業する場  

合と、穴を掘り中へ入って立ち作業する場合がある。穴を掘ることにより、台石との高さを調節し、作業をしや  

すくしたと考えられる。また、立ち作業することにより、底面が固く踏み固められることから、ここでは、後者  

の場合と考えられる。また、セクションで確認した所、鉄渾や鍛造剥片の堆積層が東側に寄っていた事が分かった。  

横座には、鉄を鍛える時に出るチップ状の鍛造剥片が作業中に入り込み、堪った鍛造剥片を東側に寄せたと考え  

られる。また、5～10cm前後の鉄澤や節の羽口残片なども含まれていることから、一軒の鍛冶工房に横座は一  

基と限らず、ある程度使用したら、最終的に鉄渾などを捨てる廃渾坑として使用され、新に別の場所に横座を作  

り替えたものと考えられる。調査区では、炉跡と横座跡の検出のみに留まり、上屋構造を想定できるような柱穴  

などは検出されなかった。最も近いH－19号住居との関連を考えてみると、住居内から台石と思われる石が出土  

していたり、また南竃と炉跡から近い所に竃が検出されているなど特殊な住居だが、住居内から鍛冶工房との関  

連を決定付ける鉄渾や鍛造剥片といった遣物が検出されず、本道構と直接関連してくるとは言い難い。本道情の  

詳しい規模や構造は分からなかったが、鍛治工房と思われる施設があったことは確かで、工人あるいは農家集落  

に伴う鍛冶工房であった可能性が考えられる。さらに、炉から約3m東に長径83cm・短径75cm・深さ26cm  

の円形の土坑D－41と長径100cm・短径85cm・深さ28cmの円形の土坑D－46からも多量の鉄渾や鍛造剥片・  

輔羽口の破片が検出され、これは廃悍坑と考えられる。そして、2基の土坑からは熔解した鉄が付着した須恵器  

の杯の残片も検出された。鉄は内面に付着していることから、相桐的な物として使用されていたと考えられ、鍛  

治工房との関連性が窺える。  

3 溝について  

（1）蒼海城の堀跡   

西調査区W－3号溝は、埋土に浅間B軽石を含み、走向をほぼ南北にとる、上幅約11m・深さ約3mの「薬  
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研堀」の大規模な溝である。過年度からの調査により蒼海城の堀跡と考えられる。溝の底部では、雨水等が流   

れた跡と考えられる、底面幅25cm・深さ8cmの流水痕が検出されたが、このことは蒼海城の堀が空堀であっ   

たことを意味する。また、最下層近くに2枚の硬化面があることから、通路として使用されていたことが分か   

る。本道構の北に隣接する元総社蒼海遺跡群（1）からもW－3の続きになる満が検出されるが、主軸方向がや   

や西に傾き湾曲気味になることから、堀のコーナー部分に当たり、方向を西へと変えていくことが分かる。ま  

た、平成14年度発掘調査の元総社小見内ⅠⅤ遺跡からも若干規模が違ってくるものの、蒼海遺跡群（1）の続き   

と思われる大規模な溝が検出されており、主軸方向がN－890－Eに傾く。翌15年度の元総社小鬼内Ⅷ遺跡から   

も主軸方向N－690－Wの大規模な満が検出しており、走行方向から続きになると考えられる。そして本年度調  

査の蒼海遺跡群（5）でも主軸方向N－150－Wに傾く大溝が検出されており、これらの遺跡から検出されている  

満と本遺構の形状や埋土が類似することから、つながる可能性が考えられる。これらの満あとは、元々は国府   

に関連する溝で、蒼海城の城郭形成に再度利用され、変遷を遂げてきた可能性が指摘されている。本遺構から  

の出土遣物については、奈良・平安時代の土師器から近代陶器までと幅広い遺物が検出されたが、殆どが廃棄   

された物か流れ込みの遺物であると考えられる。  

（2）古代の溝   

W－4は上幅1・7m深さ1・8m、北東に260の走行を持つ溝である。W－4は北に隣接する元総社蒼海遺跡群（1）   

の4トレンチでも検出されている。さらに北に目を向けると元総社小鬼内VI遺跡でも同様の溝が検出されて  

おりつながる可能性がある。（口絵3参照）W－4はH－25と重複しており、新旧関係は本道橋→H－25であり、  

H－25は埋土や遺物から9世紀後半と考えられる。本遺構を『古環境研究所』の早田勉氏に地質調査を依頼し   

た。以下調査報告抜粋  

『w－4覆土断面の9層に含まれる白色軽石については、その岩相や火山ガラスの屈折率などから、6世紀初  

頭に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳渋川テフラ（HrLFA，新井，1979，坂口，1986，早田，1989，町田・新井  

1992）、または6世紀中葉に榛名火山から噴出した榛名ニッ岳テフラ（Hr－FP，新井，1962，坂口，1986，早田  

1989，町Ef］・新井，1992）に由来すると考えられる。本道跡付近で認められるHr－FPについては、その一連の  

噴火の最終段階の非常に細粒の火山灰層のみが認められることが多いことから、前者の可能性がより高いと考  

えられる。また遺構覆土中には、Hr一弘がブロック状に含まれてるようにもみえるもの（6層）もあるが、一  

時堆積層が認められないだけでなく、その顕著な濃集層準も見えない。埋没の過程で遺構周辺に堆積していた  

Hr一弘が二次的にブロック状に遺構覆土中に混入した可能性が考えられよう。以上のことから、本道構につい  

ては、人為あるいは水流などによるHr－FAの除去が行われていないかぎり、Hr－FAより上位にあるように推  

定できる。』  

Jl  

4 瓦につt）て   

本道跡では、竪穴住居跡28軒中20軒から瓦の出土が確認できた。本遺跡の周辺では、山王廃寺・国府・国  

分寺が近く、これらの瓦を竃の構築材や構架材として再利用していると考えられる。   

ここでは本道跡から出土した特徴的な瓦2点について詳細を述べていきたい。  

（1）軒平瓦（No．103）   

瓦当意匠は左編行唐草文。不連続な二枚一対の唐草が左～右に編行する。また、左第3の主菜は、頭と尾と   

のつながりが見られる（瓦箔の傷か）。外区との間に界線1本があり、外区と界線との間に7～8個の小さな   

目立たない珠文がある。顎は曲線顎形式に近く、断面は三角形状になる。凹「面は布目を擦り消した痕があり、   

切り離す時にできる糸切り痕が確認できたが、瓦当部は横撫でを施している。模骨痕は見られないことから、  

1枚作りによるものと考えられる。凸面は縦方向の撫でで仕上げ、側面は3回の面取りを行っている。胎土は  
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細粒で、石英粒を一定量含むが均質のとれた粘土で、焼成は良好、色調は赤灰褐色で、粘土の縞が見える。国  

分寺創建期の瓦である（国分寺ではPOO2Bと呼ばれている形式に最も近い）と考えられる。H－24の竃内から   

検出された。  

（2）垂廊文軒平瓦（No．104）   

1枚作りされた軒平瓦で、瓦当面の左半分を残す。1本の隆起線文を三重の隆起線文が取り囲む。瓦当文は  

形押しされている。特徴は凸面にある。まず、縦方向に経巻叩具が叩打される。次に広端部に粘土紐が加えら  

れ短い段顎が作られる。段顎には横方向の縄目叩打痕が残る。凹面は、布目を擦り消しており、布の合わせ目  

痕も確認できた。血当部から狭端吉Ii上位に掛けては横方向の箆削りを施している。側部にも布目浪があった   

ことから、1枚作りと考えられる。縄目叩打痕のあり方と、胎土に黒茶色の微粒子を含むことから秋聞古窯跡   

と推定される。国分寺創建期の瓦である（国分寺NH501と呼ばれている形式に最も近い）と考えられている。   

H－24の竃内から検出された。  

（3）瓦のまとめ   

（2）の垂廊文軒平瓦と同じ手法の瓦が、H－24以外からも出土しているが、軒平瓦ではなく平瓦である。同   

じ手法とは、山王廃寺第6次調査概報がⅠⅠⅠ類とする1枚作りの平瓦であり、先も述べたが、凸面には縦方向   

の縄目痕が残り、狭端部寄りの部分だけ、横方向の縄目煩が残ること、さらには胎土に黒茶色の微粒子が点在   

する均質な細かい粘土が用いられている瓦である。山王廃寺では、第6次調査で出土した「放光寺」銘文字瓦   

や、平成11年度の調査で出土した「天長八」銘文字瓦はⅠⅠⅠ類に含まれる。「天長八」という年代は831年（9   

世紀前期後葉）に値し、この831年に着目すると、818年に上野国で大地震が起き、山王廃寺（放光寺）の塔   

も被害を受けた可能性が考えられる。その後、上野国司の手配によって天長八年頃、塔の修復は行われたので   

はないだろうか。その時の瓦が「放光寺」銘文字瓦であり、「天長八」銘文字瓦であった可能性が高い。つま   

り、ⅠⅠⅠ類の瓦は、813年の大地震で被害を受けた山王廃寺の塔の修復に用いられた瓦と考えられる。ⅠⅠⅠ類の   

瓦を検出した住居はH－20・22・24の3軒で、東西に3軒並ぶ様に検出した。主軸方向もほぼ同じで、竃を   

東壁の南寄りに付設する、10世紀後半から11世紀初頭の住居であるため、831年（9世紀前期後菓）頃の瓦   

の出土はおかしくない。3軒の住居の位置関係や時期から同時存在の可能性が高く、同じ所から瓦を入手した   

とも考えられる。しかし、ⅠⅠⅠ類の平瓦は山王廃寺だけでなく、国分寺でも出土しているため一定の広がりがあっ   

たと推測できる。本道構で出土したⅠⅠⅠ類の瓦は山王廃寺か国分寺か、または国府の可能性も考えられるため、   

瓦に「放光寺」等の銘がない限りどこで使われていたかは断定し難く、「放光寺」、「天長八」と銘のある831   

年頃に作られ山王廃寺の修復瓦に用いられた瓦と同じ手法の瓦が出土したという事実の記載に留まるものであ   

る。  

．笥  

1F   

5 終わりに   

以上簡略ながら本道跡について概観してきた。先にも述べたように本遺跡は、国分寺・国府・山王廃寺・蒼海  

城に近く、それらの関連遺構・遣物が期待されるところである。瓦一つをとっても周辺遺跡を含めた更なる分析  

が必要である。今後の機会をまって検討することとしたい。  
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山武考古学研究所編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000年  

山武考古学研究所編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内ⅠⅠⅠ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2001年  

斉木一敏・近藤雅順編『元総社蒼海遺跡群 総社甲稲荷塚大道西遺跡・総社閑泉明神北ⅠⅠ遺跡・総社甲稲荷塚大道西ⅠⅠ遺跡』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2001年  

哲木一敏・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内ⅠⅤ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

高橋一彦・近藤薫編『元総社蒼海遺跡群 総社甲稲荷塚大道西HI遺跡・総社閑泉明神北ⅠⅠⅠ遺跡』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

山武考古学研究所編『元総社蒼海遺跡群 元総社小見ⅠⅠ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

山武考古学研究所編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼ⅠⅡ遺跡・元総社草作Ⅴ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2002年  

高橋一彦・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群 元総社小見Ⅴ遺跡・元総社小見内VI遺跡』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

高橋一彦・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼ⅠⅤ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

近藤雅順・稲垣慎太郎編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内Ⅶ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

近藤雅順・稲垣慎太郎編『元総社蒼海遺跡群 元総社小見内Ⅷ遺跡・総社甲稲荷塚大道西IV遺跡』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2003年  

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団『稲荷塚道東遺跡』2003年  

岩崎琢郎・高坂麻子編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内ⅠⅩ遺跡・総社閑泉明神北Ⅴ遺跡』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

山武考古学研究所編『元総社蒼海遺跡群 元総社小鬼内Ⅹ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

スナガ環境測設株式会社編『元総社蒼海遺跡群（3）元総社小鬼Ⅶ遺跡』前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2005年  

富沢敏弘・飯塚誠・田口正美編『山王廃寺跡第6次発掘調査報告書』前橋市文化研究会1980年  
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H－1号月三居跡 ベルトセクション  
1層黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）1％、黄』拉（極小）2％含む白  
2層黒褐色土 師りややあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）2％、黄色粒（極小）1％、  

炭化物l％含む。  
3層黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。Hl・－FP（小）1％、黄色粒（極小）1％  

未瀾含む。  
4層黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）1％、黄色粒（極小）1％、  

焼土粒（極小）1％含む。3層より若干黒味が強い。  

D－1号土坑 セクション  
1周黒褐色土 師りややあり。粘性あり。As－B（小）20％、粘土ブロック（事大）  

20％含む。  
2層黒褐色ニヒ 締りややあり。粘性あり。As－B（小）5％、黄橙色ブロック（極  

大）5％、下層部に炭化物・灰を僅かに含む。  

可  ＜l  
H－21引主居跡 寵セクション  

1層暗褐色土 締りあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）1％、炭化物1％含む。  
2層にぷい  締りややあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）3％、黄橙色拉（極小）1％、焼土粒（極  

褐色土  小）2％、炭化物1％含む。  
3層帽潤色土 師りややあり。粘性あり。HトFP（小）1％、炭化物1％、焼土粒（極小）1％含む。  

H・6号住居跡 ベルトセクション  

l層  現桝作土。  
2層暗褐色土 師り非常にあり。粘性あり。As－830％、HrFP（小）2％、黄色ブロック（極小）5％、  

炭化物2％を含む。  
3層果褐色土 師り非常にあり。粘性ややあり。As－B30％、HrFP（小）2％、黄色粒（極小）5％、  

炭化物2％を含む。  
4層黒褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。As－B20％、AsC（中）10％、焼土ブロック（中）  

】5％、黄色拉5％含む。  
5層暇潤色土 締り非常にあり。粘性ややあり。As一日IU％、As－UIU％、典色粒（極小）3％、  

黄橙色粒（極小）2％、凝灰質砂岩ブロック（中）3％、白色粘土ブロック（中）  
1％含む。  

6層黒褐色土 締り非掛こあり。粘性ややあり。As－B50％、AsC10％、黄色ブロック2％、  
黄橙色ブロック（中）3％、炭化物1％未満含む。  

7層黒褐色土 師り非常にあり。粘性あり。AsC（中）3％、黄色ブロック（小）2％、焼土ブロッ  
ク（小）7％、炭化物1％含む。  

8層黒褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。As830％、As－C7％、旋灰質砂岩ブロック  
（小）2％、焼土ブロック（小）l％、炎色ブロック（中）2％、黄橙色粒（極小）  

2％、炭化物を若干含む。  
9層暗褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。AsB20％、As－C5％、Hr－FP（小）1％、非  

橙色粒（極小）3％含む。  
10周黒褐色土 締り非常にあり。粘性あり。As－B7％、As－C5％、赤色粒（極小）1％未満、  

黄色粒（極小）2％含む。  
11層暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり。As－BlO％、As－C5％、焼土粒（極小）5％、凝灰  

質砂岩ブロック（中）1％、炭化物1％含む。  

J   

S＝1：30竃  Im O  S＝1：60住居  2m  

ト「－・「－1－－－－－－－－－－」  

Fig．5 H－1・2・6号住居，D－1号土坑  
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T－1号竪穴式遇欄 ベルトセクション  
1層灰褐色土 師りあり。粘性ややあり。AsB20％、典橙色ブロック（中）10％含む。  
2層灰褐色土 締りあり。粘性ややあり。英橙色粒（極小）5％含む。上部に  

AsIBの順屑あり。  
3層にぷい  締りあり。粘性あり。As－B20％、英橙色粒（極小）20％、黄橙色ブロツ  

黄褐色十 ク（極小）2％含む。  
4層にぷい  締りややあり。粘性あり。韻橙色粒（極小）】0％含む。  
墨 黄褐色土  

L＝119．7m  

トト3・5号住居跡 ベルトセクション  

1屑規桝作土 現耕作⊥。  
2眉黒褐色ニヒ 締りあり。粘性なし。 As－B30％含む那作土。  
3屑黒褐色土 締りあり。粘性なし。As－B50％、As－C2％、黄色ブロック3％含む。  
4層黒褐色土 締りあり。粘性なし。As－ClO％、HrFP（小）3％、顔色ブロック（小）5％、出色粒（極小）5％、  

黄橙色粒（極小）1％含む。  
5周黒褐色土 締りあり。粘性なし．AsC5％、Hr－FP（小）2％、黄色ブIjツク（小）2％、凝灰質砂岩ブロック（小）  

2％、炭化物1％、黄橙色粒（極小）1％未満含む。  
6屑崇褐色土 師りあり。粘俳なし。As－C3％、Hr－FP（小）l％、炭化物、凝灰岩質砂岩ブロック（小）、黄橙色ブロッ  

クを1％未満含む。5層より若干黄』味が強い。  
7層黒褐色土 師りあり。相性なし。As－B30％、As－C2％、HrFP（小）1％、朗色ブロック（小）を1％未満含む。  
8屑慣赤灰土 締りややあり。粘性なし。シルト質ブロック（中）10％含む。  
9眉黒褐色土 師りややあり。粘性なし。As－C3％、黄色粒（極小）2％、黄色ブロック（小）1％、炭化物1％未満含む。  

H－4号住屠跡 ベルトセクション  
1僧黒褐色」二 桁り非常にあり。粘性なし。白色軽石（小）3％、凝灰質砂岩ブロック（小）5％、炭化物、赤色ブロッ  

ク（小）1％未満含む。  
2層り甘褐色土 師りややあり。粘性ややあり。白色軽石（小）】％、凝灰質砂岩ブロック（小）1％、炭化物、焼土ブロッ  

ク（小）l％未満含む。  
3層黒褐色土 師り非常にあり。粘性ややあり。自白軽石（小）1％未満、凝灰質砂岩ブロックり＼）3％含む。  

H－4皆住居跡 寵セクション  
1層にぷい  締りあり。粘性あり。焼土粒10％含む。  

黄褐色土  
2層明赤褐色土焼土ブロック。  
3層黒褐色土 締りややあり。粘性あり。焼土粒（極小）2％、蓑橙色拉（極小）2％、炭化物（小）1％、灰1％含む。  
4屑灰褐色土 師りあり。粘性あり。焼土粒（極小）5％、白色粘二lニブロック（巾）1％含む。  
5層黒褐色土 師りややあり。粘性3層よりやや強い。炭化物2％、黄橙色粒（極小）2％、焼土拉（極小）1％含む。  
6屑暗褐色土 師りあり。粘性あり。灰5％、炭化物（大）3％、黄橙色粒（極小）2％、粘土ブロック（小）1％含む。  

H－4号住屑跡 P6セクション  
1層暗褐色土 師りあり。粘性あり。AsC］％、Hr－FP（小）】％含む。  
2屑褐色土 締りあり。粘性あり。黄橙色ブロック（極大）2％含む。  

心  S＝1：30竃  1m  

O  S＝1：60住居  2m   

Fig．6 H－3～5号住居・T－1号竪穴式遺構  

－31－  



H－7号住層跡 ベルトセクション  
1屑黒褐色士 締りあり。粘性あり。As－C30％、HrFP（小）10％、褐  

色粒（極小）7∩％．辟化物1％合す「。  
2屑黒褐色土 締りあり。粘性あり。Hr－FP（小）3％含む。  
3層黒褐色土 締りあり。粘性あり。As－C（小）10％、HTFP（小）10％、  

褐色粒（極小）5％、炭化物1％含む。  

rl・7 亀セクション  
1層褐色土  締りあり。粘性ややあり。AsClO％、Hl、－FP（小）  

5％、赤色ブロック（小）5％含む。  
2周褐色土 師りあり。糾性ややあり。AsC5％、【11，－FP（小）  

3％、炭化物（中）l％含む。  
3同相也土  師りあり。鋸性中やあり。  

H－7 plセクション  
l屑黒褐色土 師りややあり。粘性あり。As－C5％、Hr－FP（小）  

3％、褐色枇（侍小）1％含む。  
2屑暗褐色土 師りあり。粘性あり。ト【l‾FP（小）】％含む。  
3屑暗和也ニヒ 締りあり。粘性あり。H卜FP（小）1％、炭化物（小）  

5％含む。  

4屑哨褐色土 師りあり。粘性は3層よりやや強い。  
5旧慣褐色」二 締りあり。粘性ややあり。凝灰岩質砂岩ブロック（小）  

を多層に含む。  

L＝119．2m  

H－8号住居跡 ベルト  セクシヨ匪  
1層暗褐色土 師りあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）10％、凝灰質砂岩ブロック（小）】％含む。  
2層順褐色土 師りあり。粘性ややあり。Hr－FP（小）5％、炭化物（小）1％含む。  

H－8 竃セクション  
1層極幡褐色土師りあり。粘性ややあり。焼土ブロック（小）20％、黄色粒（極小）5％、炭化物（小）1％含む。  
2屑黒褐色土 師りあり。粘性ややあり。黄色ブロック（小）2％、焼土粒（極小）1％、炭化物（小）1％含む。  
3層黒褐色土 師りあり。粘性ややあり。As－C（巾）5％、英色ブロック（小）3％、焼⊥粒（極小）2％、炭化物（巾）2％、凝  

灰質砂岩ブロック（「卜）1％含む。  
4層黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。As－B30％、As－C2％、黄色拉（極小）2％、焼土拉（極小）1％含む。  
5層黒褐色」二 締りあり。粘性ややあり。As－C3％、黄色粒（極小）5％、焼二l二粒（極小）2％含む。  
6屑黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。AsC】0％、焼土ブロック（小）2％、黄色ブロック（中）2％、黄色粒（極小）5％、  

炭化物（小）2％含む。  
7屑り甘褐色士 締りあり。粘性あり。AsC5％、焼土ブロック（小）10％、黄色ブロック（小）3％、炭化物（小）2％、凝灰質  

砂岩ブロック（小）2％、灰1％含む。  

O  S＝1：30竃  1m  

O  S＝1：60住居  2m   

Fig．7 H－7・8号住居  
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L＝120．4m  

L＝120．5m   
A■  

H－9号住店跡 ベルトセクション  
1層現耕作土 現耕作土。  
2屑黒褐色土 As－Bを含む耕作土凸  

H－10ぢ■住居跡 ベルトセクション  
1層現桝作土 現耕作土。  
2屑黒褐色土 As－Bを含む耕作土。  
3層黒褐色土 師りややあり。粘性なし。As－B30％、AsC5％含む。  
4層黒褐色土 締りややあり。粘性なし。AsClO％、Hr－FP（小）2％、黄色粒（極小）2％含む。  
5層黒褐色土 師りややあり。粘性ややあり。As－C5％、Hr－FP（小）3％、黄色粒（極小）  

l％、炭化物1％含む。  
6同異褐色土 師I）は5屑よりややあり。粘性ややあり。As－C2％、HrFP（小）】％、黄色粒  

（極小）1％、黄橙色粒（極小）1％含む。  
7屑黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。As－C3％、HrFP（小）1％、黄色粒（極小）1％含むD  

－．  ・・」  

3屑黒褐色土  
4層黒褐色土   

5層黒褐色土   

6層黒褐色土   

6■層黒褐色土   

7層黒褐色士  

締りややあり。粘牲なし。As－B30％、AsC5％含む。  
締りややあり。粘性なし。AsClO％、Hr－FP（小）2％、朗色粒（極小）  
2％含む。  
締りややあり。粘性なし。AsC5％、Hr－FP（小）2％、黄色粒（極小）  
2％、炭化物1％含む。  
締りややあり。粘性なし。AsC5％、Hl・－ドP（小）2％、應』拉（極小）  
2％含む。  
締りややあり。粘性なし。AsC5％、H［－FP（小）l％、朗色粒（極小）  
2％含む。  
締りややあり。粘性なし。AsC5％、朗色ブロック（小）2％、黄色粒（極  
小）5％、黄橙色粒（極小）1％含む。6屑よりも若干黄色珠が強い。  

H－1】号住居跡 ベルトセクション   
1屑黒褐色土 締りややあり。粘性ややあり。As－C7％、Hr－FP（小）5％、  

黄色ブロック（小）1％含む。  
且 2層黒褐色土締りややありD粘性ややあり。AsC（小）3％、H】－FP（小）  

2％、黄色ブロック（小）2％含む。  
3層黒褐色土 師りあり。粘性ややあり。t－1l・FP（小）2％、凝灰質砂岩（小）  

1％、2屑よりやや背中．昧が弓削▲〔  

H－11号住居跡 P5（貯蔵穴）ベルトセクション  
1層灰黄褐色土師りあり。粘性あり。Hl・－FP（小）1％、英色ブロック（小）  

1％、焼土粒（極小）1％含む。  

L＝120．7m  

H－11号仕丁さ手跡 祀セクション  
】層Ⅳはリーブ締りあり。粘牲ややあり。AsC  

M色L二  

2層順褐色土 師りあり。粘性ややあり。Hl・－FP  

（小）1％、H卜FP（小）2％、黄色ブロック（極小）】％、幽橙色粒（極小）1％含む。   

（小）2％、焼土ブロック（小）2％、英橙色粒（極小）1％、灰1％含む。  
O  S＝1：30竃  1m  

3層黒褐色二卜 締りややあり。粘性なし。焼lニブロック（小）5口J・．fL■l色ブロック（小）】％．尉lヒ物脚′卜）1％、灰2％、黄橙色粒（極小）l％含む。  
4層晒オリーブ締りなし。粘性なし。灰50％、焼土粒（極小）1小ム．焼土ブロック（小）2・■占．炭化拘1％含む。  

褐色土  

O S＝1：60住居 2m 5屑黒褐色」：締りややあり。粘性なし。焼土ブロック（小）30％、灰5％、黄橙色粒（極小）摘含む。 L⊥］⊥⊥1  
Fig．8 H－9～11号住居  
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皇も   
H－12号住居跡 ベルトセクション  

1屑黒褐色土 抑りややあlノ。机性なし。AsB50％舎扶  
2屑黒褐色；仁 締りややあり。粘件なL。As－C5％、HILFP（小）5％、黄色ブロック（小）2％含む。  
2a侶黒褐色⊥二 締り非常にあり。粘性なし。2屑とほぼ同じ。  
2bJ頭黒褐色士 締りなし。粘性あり。AsC】％、トトドP（小）1％、黄色（極小）粒1％含む。  
3層靂潤色二L 締りあり。粗件ややあり。As－C】％、Hr－FP（小〉1％、黄色ブロック（小）1％含む。  

【l－12一号†闘判弥 把セクション  

1層灰黄褐色上締りややあり。拙作あり。As－C2％、白色粘二上ブロック（巾）3％、黄色ブロック（小）1％、焼土粒（侍小）1％、炭化物（極小）1％含む。  
2屑灰褐色土 師りなし。粘性あり。AsCl％、焼上ブロック（小）1％、黄』粒（極小）】％、匁■亡土粒（侍小）2％、炭化物（小）2％、灰2％、粘土粒（極小）1％含む。  
3僧黒褐色」二 締りなし。粘性あり。As－Cl％、根上ブロック（小）1％未満、黄色ブロック（小）1％、焼二L拉（極小）1％、炭†ヒ物（小）1％、灰1％未満含む。  

H－16・17・18号住居跡 べ／レトセクション  
】■屑I朋井作土 現耕作十  
2層黒褐色ニー二 As－Bを含む別件土。  
3：屑黒褐色土 締り非常にあり。粘性なし。As－B30％、AsClO％含む。  
轟屑黒褐色土 締りあり。粘性なし。As－B50％、AsC5％、L1l，ドP50％含む。  
引世‖情褐色土 師りあり。粘性ややあり。AsC5％、Hr－ドP（中）2％、裁樺色粒（極小）2％、炭化物2％含む。  
8屑帖褐色土 締りあり。粘件ややあり。As－C3％、Hr－FP（小）2％、黄色ブロック（小）2％、黄色粒（極小）3％、炭†ヒ物（極小）2％、赤色拉（極小）1％含む．  
丁屑l情褐色土 締りややあり。粘性ややあり。AsCl％、Hl－FP（小）2％、黄橙色粒（極小）2％、黄色ブロック（小）2％、炭化物1％含む。  
8層l楕褐色：卜 締りややあり。粘性ややあり。‖「Fl〕（小）1％、黄』粒（極小）3％、赤色粒（極小）1％含む。  
D闇値褐色⊥ 締りややあり。粘作ややあり。Hl・－FP（小）1％、朗色粒（極小）3％、炭化物（極小）1％、粘土ブロック（小）2％含む。   
10屑暗視也土 締りあり。粘性ややあり。AsCl％未満、【トロ【）（小）2％、亦色拉（極小）1％含む。  
1‖ビ川音褐色土 締りあり。粘性ややあり。HrFl－（小）】％、黄色拉（極小）2％含む。  
12層暗褐色土 締りあり。粘什ややあl）。As－C5％、Hr－FP（小）2％、弘色相（小）3％、炭化物（小）1％含む。  
13層暗褐色上 郷りややあり。粘性ややあり。AsC2％、「lr－Fl〕（小）2％、朗色粒（極小）3％、炎色ブロック（侍小）1％、赤色粒（極小）】％含む。  
14屑帖オリーブ締り非仰こあり。拙作ややあり。As－Cl％、黄色ブロック2％、黄色枇（橿小）3％、赤色粒（極小）t％含む。  

O  S＝1：30竃  1m  褐色土  
】引出‖銅喝色二l二 桁りあり。粘性ややあり。AsC7％、「lrFP（小）3％、蓑』粒（極小）2％、炎色ブロック3％含む。  
16屑暗褐色土 折りややあり。粘作ややあり。As－C2％、HrFP（小）5％、炎色粒（陶小）2％、赤色拉（極小）1％、炭化物1％含む。  
】7侶柄杓色卜 肘）ややあり。粘性ややあり。AsC2％、】】lt－FP（小）2％、黄色ブロック（小）2％、赤色租（極小）1％含む。  
】8屑昭オリブ締り非撒こあり。拙作ややあり。As－Cl％、黄色粒（極小）3％含む。  

褐色土  
】9同順褐色土 締りややあり。拙1ごl三ややあり。黄色粒（悔小）2％含む。  

Fig．9 H－12・16～18号住居  

－34－  
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H－14号仕Jj‡跡 璃セクション  
1層且瀾色土 師りややあり。粘性ややあり。基色  

粒（極小）】％、炭化物（極小）】％  
含む。  

2層黒潮色土 師りあり。粘性ややあり。AsC3％、  
黄色ブロック（小）1％、炭化物（小）  
t％、焼土粒（極小）」％含む。  

2■屑媒褐色土 締りややあり。粘炸なし。As－C2％、  
灰20％含む。  

3層異相色土 締りややあり。粘性あり。AsCl％、  
顔色粒（極小）1％、焼土粒（極小）  
2％、灰10％含む。  

。屑朗色⊥締。ややあり。粘性ややあ。。 凛  
AsCl％、黄色粒（極小）l％、焼土  
ブロック（小）2％含む。  

5層黒褐色土 締りややあり。粘性ややあり。  
As－Cl％、黄色拉（極小）1％、焼土  
粒（極小）1％、灰10％含む。  

lロ  

」＝120，8m  

可  bl  13（H－13寵襖土）  

H－15片住居 ベルトセクション  
1層黒褐色：L 締りあり。粘性なし。AsLC5％、HrFP（小）3％、黄色粒（極小）1％含む。  
2層黒褐色土 締りなし。粘竹なし。As－C】0％、H卜FP（小）3％含む。  
3層黒褐色」二 締りあり。粘性ややあり。AsClO％、Hl・－FP（小）3％、黄色ブロック（小）2％含む。  
4同情褐色土 師り非常にあり。粘性ややあり。AsC5％含む。  

H－14号住J再“亦 ベルトセクション  
5層り甘褐色土 師りあり。粘性ややあり。As－C5％、HrドP（小）3％、英色粒（極小）1％含む。  
6層黒褐色土 締りややあり。粘性ややあり。As－C5％、Hl・－PP（小）10％、黄色粒（極小）】％、焼」二粒（極小）  

1％未満含む。  

7層黒褐色土 締りややあり。粘性あり。As－C（小）1％、Ⅰ－11LFP（小）1％、黄色粒（極小）1％含む。  
8僧にぷい  締りあり。粘性あり。粘土ブロック。黄色粒（極小）1％未満含む。  

褐色土  
9屑黒褐色土 師りややあり。粘性ややあり。As－Cl％、Ⅰ－】ltFP（小）2％、黄色粒（極小）l％、焼上位（極小）  

1％、炭化物1％、机上粒（極小）l％未満含む。  

H－13号住店跡 ベルトセクション  
10僧にぷい 締りあり。桝性ややあり。AsClO％、HrrFP（小）10％含む．  

黄褐色土  
11層l隋褐色土締りあり。粘性ややあり。As－C20％、Hr－FP（小）20％含む。  
L2屑にぷい 締り非常にあl）。粘性ややあり。As－C2％、Hr－FP（小）2％、黄橙色粒（極小）5％含む。  

黄褐色土  
13眉情灰色 灰（H－13号住居 寵に伴う灰と思われる）  

H－13・馴主屈跡 竃セクション  
1屑灰褐色」二 桁りあり。粘性あり。AsC5％、Hr－FP（小）1％含む。  
2層にぷい  締りあり。粘≠ややあり。As－Cl％、Hr－FP（小）1％、炭化物2％含む。  

褐色七  
3屑にぷい  締りあり。粘性ややあり。焼土ブロック（小）5％、灰2％含む。  

褐色土  
4周明褐灰色土締りあり。粘性なし。灰50％含む。  

Fig．10 H－13～15号住居  
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D－50（横座）  

l  

rト19母性店跡 べ／レトセクション  

1旧現耕作二L 二呪釧作上  
2層黒褐色土 As一日を含む耕作土。  
3層黒褐色土 師り非常にあり。粘性なし。AsB50％、AsClO％  

含む。  
4屑暗褐色土 締りあり。粘性ややあり。As－ClO％含む。  
5屑暗褐色土 締りあり。粘性ややあり。As－ClO％、HllFP（小）  

1％、炭化物（極小）】％含む。  
5■屑褐色土  師りややあり。粘性ややあり。焼土粒（極小）1％、  

炭化物（極小）1％含む。  
6個にぷい  締りなし。相性ややあり。明神灰色粘二トブロック（大）  

褐色土 10％、焼土ブロック（中）20％含む。  
7層帽瀾也土 締りややあり。桝性あり。AsーCl％、HlFP（小）  

1％、英色ブロック（小）l％、炭化物】％含む。  
8層暗褐色土 締りややあり。精什あり。As－C（小）5％、Hr－FP（小）  

1％、焼土粒（極小）3％、炭化物（極小）5％含む。  
9層黒褐色土 締りややあり。粘性ややあり。黄色粒（極小）1％、  

炭化物（小）5％、灰3％、白色机上ブロック（極小）  
】％、黄橙色粒（極小）1％含む。  

．A．  
」＝121．Om  
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H－19弓・住居跡 亀Aセクション  
1層灰黄褐色土締りあり。粘性ややあり。1llFP（小）1％、朗色拉（短小）1％、焼土ブロッ  

ク（小）】％、l］色粘土粒（極小）1％含む。  
2層黒褐色⊥ 締りややあり。粘性ややあり。As－Cl％、Hr－FP（小）1％、黄色粒（極  

小）1％、焼土拉（極小）l％、炭化物（極小）1％、白色粘土ブロック  
（小）3％含む。  

3屑灰戯褐色土師りなし。粘性ややあり。灰70％、焼土ブロック（極小）1％含む。  

H－19ぢイ樋～跡 亀Bセクション  
1屈伏褐色土 師りあり。粘性非常にあり。精l二50％含む。  
2層暗褐色⊥ 締りややあり。粘性ややあり。  
3屑褐色土  師りあり。粘性ややあり。  
4屑褐色土  師りあり。粘性ややあり。  
5層灰英褐色土締りなし。粘性ややあり。灰70％含む。  

O  S＝1：30竃  1m O  S＝1：60住居  2m  

Fig．11H－19号住居  
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且  

bl   

トⅠ－20智住居跡 竃セクション  
締りあり。粘性ややあり。As－C5％、  
焼土粒（極小）1％含む。  
締りあり。粘性ややあり。As－C】％、  
焼士ブロック（小）1％含む。  
締りあり。粘性ややあり。焼二卜粒（極  
小）l％、炭化物（極小）1％含む。  
締りありロ粘性ややありD焼」二粒（鴨  
小）50％含む。  
締りなし。粘作あり。灰20％、炭化  
物10％含む。  

．△」   

1層黒褐色二1：   

2J剖爪褐色土   

3屑褐色士   

4層褐色土   

極  

Il－20号住居跡 ベルト  セクション  
l屑黒褐色土 締りあり。粘性なし。AsB50％含む。  
宜層黒褐色ニヒ 締りややあり。粘性なし。As－C2％、川－FP（小）5％、黄色粒（極小）】％含む。  
甘屑黒褐』土 締りややあり。机仕なし。AsCl％、H卜FP（中）10％、黄色粒（小）1％、恍土粒（  

小）t％、炭化物（極小）】％含む。  
4屑黒鯛色土 締・）ややあり．粘性なし。As－Cl％、Hr－FP（小）2％含む。  
5層黒褐色二1二 桁りややあり。粘性ややあり。As－Cl％、l－1トFP（小）3％、出色粒（極小）1％含む。  
6屑黒褐色土 締りあり。札帥l三ややあり。As－Cl％、Hl・－FP（小）3％、黄色ブロック（小）1％含む。  
7J匡＝晴灰黄色土細りなし。粘性ややあり。Hl－－FP（小）1％弱、黄色粒（極小）2％含む。  H－20号†主用跡 plセクション  

1層Ⅲ褐』二L 締りなし。粘性ややあり。朗色粒（極  
小）2％、茹色粒（極小）1％含む。  

2僧オリーブ締りなし。粘性ややあり。浜t灰竺引沙  
褐色土  岩（極小）2％含む。  

打ハ  
∃  

」
「
 
 

H－20号0三周跡 P2セクション  
1層暗灰炎色土締りややあり。粘作ややあり。黄色粒（極小）1％、炎色拉（極小）  

3％含む。  

2屑黒色土  師りなし。粘tl三なし。黄色粒（極小）2％含む。  

H－21号†i三周跡 ベルトセクション  

】・一線現♯覿七現排作土  
巴鯛一釦袖亀虫As－Bを含む耕作土  

謂豊旺巨  
締り非用1こあり。粘性なし。AsB50％、AsClO％含む。  
締りあり。粘性ややあり。As－C】0％含む。  

5附■削札止 締りあり。粘什ややあり。As－C7％、Hl－－FP（小）3％、英色拉（極小）  

2％、炭化物（極小）1％含む。  
6屈り甘褐色」二 締りややあり。粘性ややあり。Hr－ドL〕（小）2％、黄色粒（極小）  

2％、粘土ブロック（極小）1％含む。  
7J出黒褐色」：締りあり。粘性あり。As－C】％、黄色粒（極小）2％、炊土粒（極小）  

1％、粘土粒（極小）2％、炭化物（極小）1％含む。  
8層媒溝値土 締りややあり。拙作ややあり。黄色粒（極小）1％、灰褐色粘」ニブロッ  

ク（小）2％、焼上粒（極小）1％含む。  
9屑黒褐色上 締りややあり。粘性あり。机土ブロック（小）1％含む。   

＿旦＿  

10層異観仏土 締りややあり。粘性ややあり。As－C3％、HrFP（小）1％、英色粒（極小）2％、炭化物1％含む。   
】1層黒褐色士 締りややあり。粘仕ややあり。AsC3％、Hr－FP（小）1％、朗色粒（魅小）1％、黄白ブロック（極小）l％、焼」二  

粒（極小）2％含む。  
ほ椒棚鮎締りあり。粘性ややあり。山一∽％、Hr－FP（小）l‰、英色粒（極小）1％、黄色粒（椅河、）1％含む。  ‘JB蜘 

．粗相邑血斬りあり。粘性なし。As－Cl％、HrFP（小）1％、炎色粒（極小）2％含む。  

J  

O S＝1：30竃  1m O S＝1：60住居  2m         L」⊥J 」し」ししlJ J  

Fig．12 H－20・21号住居  
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H－22号住用跡 ベルトセクション  
1層黒褐色⊥ 締りあり。粘性ややあり。As－C（中）10％、Hl  

FP（小）2％、黄色粒（極小）1％未満、黄色ブロッ  
ク（極小）2％、赤色粒（極小）1％未潤含む。  

2屑黒褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。Hl－FP（小）  
1％、黄色粒（極小）1％未掛、亦』粒（極小）  
】％未満含む。  

3屑黒褐色土 締りあり。粘件ややあり。Hl・－FP（小）】％、黄  
色稗（櫛小）1％．黄匝．ブロック r師小）7％ 凝  
灰岩質砂岩ブロック（極小）1％含む。  

且．  

H－22号∩：届跡 P6 ベルトセクション  
】層f．R褐色上 締りややあり。机什なし。AsC2％、炎色粒（極小）1％含む。  
2屑黒褐色土 締りあり。粘什ややあり。As－Cl％未満、黄色粒（極小）1％、  

黄色ブロック（巾）2％含む。  L＝121＿Om  
JL＿  

H－22号住居跡礪セクション  
締りあり。粘性ややあり。As－C2％、焼土粒（極小）1％、灰1％含む。  
締りあり。粘性あり。AsClO％、粘二L料二（極小）1％含む。   

締りややあり。粘性ややあり。焼土拉（極小）3％、灰3％含む。  
締りあり。粘性あり。黄色粒（極小）1％含む。  
締りあり。粘性あり。  
締りややあり。粘性ややあり。焼十粒（極小）2％、灰5％含む。  

1層褐色十  
1乙侶にぷい  

褐色土  
2層褐色十  
3層J覿褐色土  
4層黒褐色土  
5層黒褐色⊥二  

i才   

H－25母性居跡 ベルトセクション  
l層灰褐色1二 締りなし。粘性ややあり。焼土粒（極小）5％、炭化物（極小～極大）  

2％含む。  

2屑黒褐色土 締りなし。粘性ややあり。焼⊥粒（極小卜炭化物（極小～極大）  
5％含む。  

O S＝1：30寵  1m      L⊥］⊥  ］  

O S＝1：60住居  2m      lltltl l  

Fig．13 H－22・25号住居  
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H－23号佳屑跡 ベルトセクション  
】屑黒褐色土 師りあり。粘性ややありD As－ClO％、Hr－FP（小）2％、黄  

色粒（極小）1％未瀾、赤色粒（極小）】％未満含む。  
2屑暗褐色土 師りあり。粘竹三ややあり。Hl▼FP（小）1％、非色拉（極小）  

l％未満含む。  

H－23号住居跡 P6セクション  
1眉黒褐』土 師りややあり。粘性なし。As－Cl％、Hl－－FPl％、萌色粒（極  

小）2％含む。  
2層暗褐色士 締りややあり。粘性なし。黄色粒（極小）10％含む。  

L＝120．6m  

¶  H－24・28引i三厩跡 ベルトセクション  
】層黒褐色土 締りあり。粘鮎ややあり。As－C5％、ト†「－FP（中）2％含む。  
2層暗褐色土 師りあり。粘性ややありいHr－FP（中）2％、黄色拉（極小）  

2％含む。  

3層黒褐色」二 締りややあり。粘性ややあり。As－Cl％、Hr－FP（小）2％、  
典橙色粒（極小）2％、黄色粒（極小）2％含む。  

4層暗褐色二」二 締りややあり。糀性ややあり。Hl・－FP（小）】％、黄色拉（極  
小）3％、赤色粒（極小）l％、炭化物（極小）1％含む。  

＿A二  

H－28等伯三居跡 P7セクション  
】層黒褐色土 締りややあり。精悍なし。As－C5％、Hr－FP2％、黄色粁（極  

小）3％含む。  

2層峠撒値土 師りややあり。粘性なし。As－C】％、黄色粒（極小）10％、  
黄色ブロック1％含む。  

L＝120＿6m  
‾   

H－24・28号住店跡 Ⅷセクション  
】層暗褐色土 師りあり。粘性ややあり。As－C3％、  

HrFP（小）3％含む。  
1a層にぷい  締りあり。粘性ややあり。As－C5％、  

黄褐色土Hr－FP（小）5％含む。  
2眉暗褐色土 師りあり。粘性あり。AsC3％、HrFP  

（小）3％含む。  

3屑暗赤縄白土締りあり。粘性非常にあり。赤色粒（極  
小）50％、炭化物（極小）2％含む。  

4屑灰褐色土 締りややあり。粘性あり。灰の層。  

Fig．14 H－23・24・28号住居  
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L＝120．8m  
A  

T－2冒竪クて式過榊 ベルトセクション  
1周にぷい  締りあり。粘性あり。As－ClO％、Hl▲－FP（小）10％、頗橙色粒（極小）10％、炭  

黄褐色土 化物（極小）1％含む。  
2層灰黄褐色土締りあり。粘性あり。AsC5％、HrFP（小）5％、英橙色ブロック（q」）10％含む。  
3層灰黄褐色土締りあり。粘性非常にあり。Hr－FP（小）2％、亜橙色ブロック（中）5％含む。  

T－3号竪穴iC遮柄 ベルトセクション  
1層巣撒惟土 締りあり。粘性あり。As－C5％、焼土拉（極小）  

7％、炭化物（極小）10％、黄色粒（極小）3％、赤  
色粒（極小）】％含む。  

2層禁撒値土 締りあり。粘性ややあり。As－ClO％、恍土拉（極小）  
2％、炭化物（小）2％、黄色粒（極小）3％、赤色粒（極  
小）1％未満含む。  

3層異相色土 師りあり。粘性ややあり。AsC3％、焼土粒（極小）  
1％未満、炭化物（極小）2％、黄色粒（極小）3％  
含む。  

T－3号竪穴式迫購 plベルトセクション  
1層暗褐色土 師り非常にあり。粘性非常にあり。As－ClO％、焼  

土拉1％、炭化物5％含む。  
2屑情褐色ニヒ 締り非常にあり。粘性非常にあり。As－C5％、焼土  

粒（極小）1％未満含む。  
3層暗褐色土 締り非常にあり。粘性非常にあり。AsClO％、恍  

土粒（極小）」％含む。  

O S＝1：60     2m 】111l1】 】   

Fig．15 H－26号住居，T－2・3号竪穴状遺構  
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DB－1号 ニヒ塀墓  
】層黒褐色土 師りややあり。粘性なし。As－B混土屑。  
2屑黒褐色七 締りややあり。粘性あり。白色軽石（小）を】％未満、  

黄色ブロック（巾）を5％含む。  
3層り甘褐仁ニヒ 締りあり。粘性あり。2層とほぼ同じ。  

DB－2号 土塀韮  
1層黒褐色土 締りややあり。粘性なし。As－B混土屑。  
2闇黒褐色ニヒ 締りあり。粘性あり。lヨ也軽石（小）を1％含む。  
3屑黒褐色土 締りあり。拙作あり。2屑とほぼl司じだが、黄色ブロッ  

ク（巾）を2層との境目に含む。  

S ＝1：15  

Fig．16 土墳墓  
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Fig．18 W－3号溝（2）  
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W－4セクション  
1屑  桐耕作十。  
2眉  B浪士層。  

3層  B泥土層。As－Cを任かに含む。  
4屑黒褐色土 締りあり。粘性あり。As－C20％Hl‾FP（極小）5％ 黄色  

粒5％ 黄橙色粒10％含む。  
5層黒褐色土 師りややあり。粘性なし。As－ClO％、Hr－FP（中）2％、  

黄色ブロック2％、黄褐色拉2％炭化物1％未満、暗褐  
色の粘土ブロック1％未満含む。  

6屑黒褐色土 締りあり。粘性なし。As－C5％、FP拉1％、炭化物】％  
未満 黄色粒2％、朗色ブロック3％順褐色の粘土ブロッ  
クl％含む。（サンプル採取）  

7屑黒褐色土 締りややあり。粘件なし。As－C3％ HrFP（中））％、  
黄色拉5％含む。  

砲屑黒褐色二I二 桁り非常にあり。 粘性なし。As－ClO％トIrFP（中）】％  
未満、黄色拉2％、赤色粒1％未満含む。  

7帽黒色土 師りあり。粘性あり。AsC5％、朗色拉2％、黄色ブロッ  
ク1％、暗褐色ブロック2％、赤色桂一％来朝含む。  

8層黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。C軽石粒2％ FP粒】％  
黄色粒3％、炎色ブロック1％、赤色拉1％、炭化物1％  
未満含む。（サンプル採収）  

9屑黒袖也上 郷りあり。粘性ややあり。黄色プロツク7％ 白色軽石  
粒1％（サンプル採取）、黄橙色粒】％未満含む。  

Ⅰ－3年井戸  

1周現排作上  
2屑暗褐色土 As－B混土。  
3層暗褐色二仁締りあり。粘性なし。As－B50％、赤色粒（極小）、黄色粒（極小）2％、炭化物  

わずかに含む。  
魚層暗褐色土 締りややあり。粘牲なし。As－B50％、As－C2％、わずかに炭化物含む。  
剥酉哨褐色上 締りあり。粘性なし。As－B30％、AsC2％、英色粒（極小）2％、炭化物1％，  

黄橙色粒（怖小）1％含む。  
訟層憤褐色土 師りあり。粘性なし。As－B30％、As－Cl％、黄色粒（極小）1％含む。  
4旧慣褐色土 締りあり。粘性なし。As－B20％、AsC3％、朗色拉（極小）5％、炭化物l％、  

黄色ブロック2％含む。  
5層灰典褐色二lニ締り非常にあり。粘件なし。As－B30％、AsC3％、黄色粒（極小）5％、炭化  

物わずかに含む。  
5屑黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。晴灰黄色⊥を30％斑に含む。As－C5％、Hl’FP2％、  

炭化物2％、顔色ブロック3％、赤色粒（極小）1％含む。  
蛸l囁灰英色土締りあり。粘作なし。As－BlO％、AsCわずかに、黄色ブロック1％含む。  
な闇黒褐色土 師りあり。粘性なし。As－C2％、黄色粒3％、仙Ilシルトプロソク3％、幽橙色  

粒1％、炭化物わずかに含む。  
剥酉黒褐色土 締りあり。粘性ややあり。暗灰黄色土を10％含む。AsICl％、黄色ブロック1％、  

地山シルトブロック1％含む。  
魚層暗オリー 締りあり。粘性ややあり。惜灰黄色土を20％含む。As－Cl％、顔色粒（極小）20％、  

プ褐色土 炭化物わずかに、焼⊥粒（極小）l％、含む。  
締りあり。粘性なし。AsCわずかに、黄色粒5％、赤色土ブロック（小）2％、  
炭化物2％、地山シルトブロック10％含む。  
締りあり。粘仕なし。As－B5％、AsCl％、炭化物2％、黄』粒3％含む。   

締りややあり。粘性なし。As－B3％、AsC】％、炭化物2％、黄色粒2％、黄橙  
色粒5％、焼土ブロックl％含む。  
締りあり。粘性ややあり。As－B30％、AsCl％、炭化物わずかに、黄色粒3％、  
焼土ブロック（小）1％含む。  
締りあり。粘性なし。哨灰黄色土を10％含む。As－B30％、As－Cl％、黄色粒5％、  

住1層黒褐色土   

飢周l慣灰黄  

褐色土  
な層黒褐色⊥   

鋸屑黒褐色土   

鎚層黒褐色土  
仙川シルトブロック2％含む。  

6〔闇黒褐色］二 締りあり。粘性ややあり。旧灰顔色土を30％斑に含む。As－B20％、AsC2％、  
炭化物わすかに、黄橙色粒2％、英也土ブロック2％、地Illシルトブロック5％  

含む。  

Fig．19 W－4号清  
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0－2り落ち込み セクション  
l凧現馴作二巨・鋸耕作こ【二  

2／．∨＝1し祖也l二 As－Bを含む耕作二l二。  

3桐り．l．与掲色⊥ 締り非化にあり。机1′l三ややあり。  
As－Bを80％含む。  

4Ml．・7F臼色二「二 細り非1J；＝こあ り。机什な し。  
AsB50％含む。  

5J封l廿祖色卜 締りあり。粧性あり。AsC（小）  
5％、焼：L粒（極小）1％、炭化物l％  
未満含む。  

G几り‖洋掲』上 締り非冊にあり。耕作非常にあり。  
As－C（小）】％、焼二L拉（侍小）5W．、  
炭化物5％、粘」ニブロック（■l■）3％ 』  
含む。  

7パラ＝怖袖山二l二 経り非常にあり。机1ごl三非冊にあり。  

八s－C（小）l野■、焼二L粒（仲小）3％、  

炭化物3％含む。  
8屈∴l上褐色l二 締りあり。粘作ややあり。As－C（小）  

7％合む。  

＜〔  

0－1せ満ち込み セクション  
1屑灰褐色上 As一朗昆れ土。  
2膚＝．1法帖色上 狛）なし。■机作ややあり。ノIs－C（小）7％」■地位（仰小）t％、  

】－2りル戸 セクション  亦色粒（極小）をわすかに合む。  
1ルづノ．l、潤色巨締り非紬こあり。別件非常にあり。As－C・HL・FPlO％、  

赤褐色軽石2％、以化物l％含む。  
】こl屑1〔し褐色l二 締り非宥＝二あり。帖作非仙こあり。As－C（小）10％、  

赤色粋（極小）3％含む。  
2Jポチl、1褐色卜 折り非ポ＝こあり。粘1ノl三非付こあり。小磯5％、AsC・  

Ⅲ，「P5％、赤帽色怪石2％含む。  
3八Y＝醐■胱胞」二締り非常にあり。札性非ノバ＝こあり。As－C・‖［戸P5％、  

他山ブロック（大）5％含む。  
4屑  掘り準大を「ll心に人きなものでは30cl11のイ丁を多数含  

む。  

ト51ナル「F セクション  

1旧妨北旭ニヒ 締りややあり。粧1′l三なし。砂質L二。  
2厨川偶灰色L二締りややあり。机性ややあり。砂  

11l．  
3屑1馴欠色上 締りややあり。肘一性ややあり。砂  

lて＝  

4屑にぷい  締りあり。粘1′l三あり。シルトプロツ  
帽色上 ク（小）を5％含む。粧紆土  

5炉川Jl掲灰色上紙りなし。拙作なし。シルト7■ロッ  
ク（大）を40％含む。砂質土。  

G屑掲色上  郷りややあり。料■性ややあり。シ  
ルトブロック 川1）を2％含む。  
砂即l二。  

締りあり。粧tl三ややあり。砂質上。  且  7層配血＝l一  
8J弼褐色上  紺りややあり。粘1］三ややあり。砂         アf」二 

。  

9軒．；にぷい  8層卜と地Illの靴状に混じる。  
i＝卜．i  

J  

、l  

（下1．51¶以⊥あり）  

O  S＝1：60  2m   

（下1・5・l］以上あり）■．   

Fig．20 0－1・2号落ち込み，ト1～5号井戸  
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P－34  P－35  

風塵瓜  
』  

且  

P－36  P－37  P－38  

4   A◎旦  且  

L＝119．6m  L＝119．6m  」＝119．6m  
A一  

P－39  

4  A㊧且  

P－41  

4◎4   
4  

P－42  

9・6m  
且  宜19伽  

」＝119．6m  」＝119．6m  

A  

」＝119．6m  

P－48  

j」  

「I  
L＝120・4m  

A・  

bl射、ロh  

S＝1：60  2m  

D－14・15・16・22・23・24・25・26・28  
1層情褐色土 As－B†昆土  

D－17・20  
1層暗褐色土 師り非常にあり。粘性ややあり。As－BlO％、As－C5％、Hr－FP（小）  

5％、顔色粒（極小）2％含む。  
2屑暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり。AsB5％、As－C（小）l％、HrLFP（小）  

1％、戯色粒（極小）1％未満含む。  

D－18・19■30  
】層灰黄褐色」二AsB泥土層  
2層昭褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。As－BlO％、As－C（小）5％、  

HrFP（小）5％含む。  

D－27  
1層暗褐色二†二 AsB混土層  
2層  粘土ブロック  

D－29  
1屑暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり．AsBlO％、As－C5％、Hr－FP（小）  

5％、黄色拉（極小）】％、粘土粒（極小）3％含む。  
2屑暗褐色土 師り非常にあり。粘性あり。As－BlO％、As－C（小）2％、Hl・一FP（小）  

2％、蓑色粒（極小）1％、粘土板（極小）1％含む。  

D－21  

Ⅰ層規耕作土  
2層灰褐色土 AsB泥土層  
3層暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり。AsBlO％、As－C5％、Hr－FP（小）  

5％、黄色粒（極小）1％末浦含む。  

P－34・38・42・43  
1層暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり。AsBlO％、As－C5％、Hr－FP（小）5％、黄色粒  

（極小）1％、粘土粒（極小）3％含む。  
2層暗褐色土 師り非常にあり．粘性あり。AsBlO％、As－C2％、Hr－FP（小）2％、顔色粒  

（極小）】％、粘土粒（極小）】％含む。  

P－35  
1層rIE褐色上 郷り非常にあり。粘性ややあり。As－BlO％、As－C5％、Hl▲－FP（小）5％、黄  

色粒（極小）2％含む。  
2層11E褐色土 締り非常にあり。粘性あり。As－B5％、As－Cl％、HrLFP（小）1％、黄色粒（極  

小）1％未満含む。  

P・39・40・41  
1層暗褐色土 締り非常にあり。粘性非常にあり。AsB10％、AsC5％、HrpFP（小）5％、  

黄色粒（極小）2％含む。  

P－36・45  
1屑灰黄褐色土As－8眼土層  
2層暗褐色土 締り非常にあり。粘性ややあり。AsBlO％、AsC5％、HrFP（小）5％含む。  

P－50・51  
1層黒褐色土 As－B混土屑  

p－37・44・46・47・49・52  
1層黒褐色土 師りあり。粘性ややあり。As－C粒7％、黄色粒（極小）1％含む．  

p－48  
1層にぷい  締りややあり。粘性ややあり。As－C粒1％、粘土ブロック（小）20％含む。  

褐色土  
2屑黒褐色土 As－C7％、朗色粒（極小）1％含む。  

Fig．22 土坑・ピット（2）  
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且  
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Fig．23 土坑・ピット（3）  
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卜  

且．   A  

b巧l軋軸  
且  

」＝119．6mlセ  
ム  A■  

P－4  

且◎且   且  

止＝119－7m  A  
L宜l卯m  

A 
L＝119．7m  

且  且  

ロー50  

1旧主．l、ゝ褐色二卜 締りややあり。粧朝ややあり。AsCl％未満、黄色拉（小）】％、焼  
l二粒（極小）2％、鉄ブ、ド川■）2％、鍛造剥旧3％含む。  

2／㌣川ミ褐色二l二 抑りややあり。粘性ややあり。As－C」％未満、匁‘仁土ブロック（・l・）  

2％、秋津（■ll）20％、鍛造剥片10％、炭化物二i％含む。  
3掴よ旧型色二L 締りややあり。肘枕三ややかノ。As－C3％、焼卜粒（柚小）2％、鉄沖（・l・）  

3％、鍛造剥片tO％。  

D－41  

1J再黒褐色L二 抑りあり。郁tl三ややあり。As－C7％、三・‡也拉（極小）1％含む。  
2Jlザ目視色土∴締りあり。粘廿なし。山Ct％未満、蛮色粒（他小）3％、炭化物（極  

小）1％、鉄津（小）5％、鍛造剥片10％含む。  

D－4G  

l同り．l、主砲色上 締りややあり。拙作ややあり。んCl％、J■把粒（極小）1％未満、       焼上粒（極小）5％ 
、鉄津（小）5％、鍛造剥片10％含む。  

2層…’乍灰心拍：卜締りややあり。粘性なし。灰の層。焼土粒（極小）2％、炭化物2％含む。  
3層建瀾也上 締りややあり。粧l′l三ややあり。AsCl％、燕色粧（極小）」％未抽、  

鉄渾（小）5％、鍛造剥片10％含む。  

D－2・4・5・6・】0・12・13  

1相川瀾也」二 As一日潤卜屑  

D－7・8・11  

】層‖「■子褐色二l二 締り非常にあり。半日ノl三ややあり。As・別0％、As－C5％、HrFP（小）  
5％、燕色料（極小）2％含む。  

D・32・35・36・371）一3・4・5  
1屑り．旧喝色卜 As－B温L屑  

D－31  

］l再‖酎喝色二L二 締り非仙こあり。粧l！l：ややあり。AsB］0％、As－C5％、l≠FP（小）5％含む。  

】〕－33  

1倒よ侶喝色土 師りややあり。冊l三あり。As－B20％、炭化物（極小）5％、抄く10％、≠旨橙』粒（旭  
小）3％含む。  

2屑畏拘止止二 翻りあり。別件あり。ノ＼s－B5％、J●盲橙色粒（極小）l％含む。  

3／再川叔肥土 締りややあり∴帖性あり。挑20％、灰の吼英橙也拉（極小）2％、炭化物2％含む。  
4岡壬．1J褐』卜 締りあり。郁1′上ややあり。As－85％、英俺』粒（撤小）3％、炭化物2％、焼」二拉（僻  

小）l％含む。  

5層極‖J■偶仏土締りあり。粘什非付こあり。英橙色粒（柿小）」％、炭化物3％含む。  

D－34・38  
1J頭‖削喝色二卜 締りややあり。机竹：非珊にあり。AsBlO％、As－C5％、rIl・FP（小）5％、黄色ブロッ  

ク（極小）2％含む。  
2旧情褐色：L 締りややあり。肘推三非常にあり。As－B5％、AsCl％、Hr－FP（小）l％、心地粒  

（極小）2％含む。  

D－39・40・44・45・49  
1屑よlよ褐色上 締りあり。粘什ややあり。As－C79′■、黄色粒（柄小）1％含む。  
2層ガ．与褐色土 師りあり。粘性ややあり。As－C3％、炭化物（極小）2％含む。  

D－∠密  

2旭川汚勘』⊥ 締り非何にあり。規津l三あり。As－B5軋As－Cl％、Hp－「P（小）1％、1値＝上と褐色土 AsB混二仁  
J柏粒（馴、）1％大雨姶む。  2屑よ爛色卜締りあり。粘什ややあり。As－C7％、戯色粒（極小）1％含む。  

D－9 D－47  

二巨 1屑灰爛』：上L 
ぁ。。粘竹ややあ。。AsB．。％、As＿C5％、．rr。。（小， く、 

5％含む．  2情夫椚弛上 締りややあり。机性ややあり。AsCl％未も持合む。  

P－2  p－1  

1眉灰心潤色二卜AsB混土層  1屑灰舶柑』仁A51日泥土屑  
2層l朽袖山上紙り非常にあり。粗目l三ややあり。As－BlO％、AsIC5％、「【ttFP（小）2他にぷい As－B20％、炭化物（撤小）5％帥  

5％含む。  黄褐色土  

Fig．24 土坑・ピット（4）  
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P－12  

且   A（9A  

L＝119．6m  

P－11  P－10  

且   
A（◎且  

A  

P－9  P－8  

」＝119．6m  
ム  ．△二  

A・  4  
‘4  

L＝119．6m  

且  ．△」  

P－22  P－18  
p/ 

且  」」・  

」＝11乳6m  
且  

L＝119．6m  
JL  

L＝119．6m  
A  

L＝119．6m  
．△．   且   且  A’  J」  

L＝119，6m  
A  

』119．5m マ′  L＝119．6m  
A  A■  ．△」  

P－32  P－31  

且  A◎且  
A◎且  

』  

L＝119．6m  
A  

P－10・12・13・14・19・20・22・27  

1層黒褐色土 AsB混土層  

P－8・9  

1層暗褐色土 師り非常にあり。粘性あり。AsBlO％、As－C（小）5％、Hr－FP（小）5％、黄色粒（極小）2％含む。  
2層暗褐色土 師り非常にあり。粘性あり。As－B5％、As－C（小）1％、トトFP（小）1％、黄色拉（極小）】％未満含む。  

P・16・21・23・24・25・26・28・30・33  
1層l囁褐色土 締り非常にあり。粘性あり。As－BlO％、AsC（小）5％、Hr－FP（小）5％、黄色粒（極小）l％、粘土粒（極小）3％含む。  
2層暗褐色土 締り非常にあり。粘性あり。AsーBlO％、As－C（小）2％、Hr－FP（小）2％、典色魔（極小）1％、粘土拉（極小）】％含む。  

P－11・29・31  

1層灰黄褐色土As［＝昆土眉  
2層暗褐色土 締り非常にあり。枯件ややあり。AsrB10％、AsC5％、Hr－FP（小）5％含む．  

P－15・17・18・32  

1眉灰黄褐色土As－B混土層  
2層にぷい  As－B20％、炭化物5％含む。  

英褐色土  

Fig．25 土坑・ピット（5）  
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Fig．26 土器（1）  
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Flg．27 土器（2）  
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Fig．28 土器（3）  
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Fig．35 鉄器・鉄製品  
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Fig．36 石器・石製品・古銭  
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Fig．37 小鍛治関連遣物  
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Fig．38 元総社蒼海遺跡群（6）遺構全体図1  
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Fig．39 元総社蒼海遺跡群（6）遺構全体図 2  
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